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(57)【要約】
【課題】各種情報を把握しやすくすることができる計測
情報表示装置、計測情報表示システム及び計測情報表示
方法を提供すること。
【解決手段】計測情報表示装置は、表示手段と、生体情
報及び行動情報のうち少なくともいずれかの計測情報に
基づいて、それぞれ異なる情報を示す複数のグラフ（メ
ーターＭ１～Ｍ５）が配置されるグラフ配置領域（メー
ター配置領域ＬＡ）を有する表示画面（メイン画面ＭＳ
）を、表示手段に表示させる表示制御手段と、を備え、
複数のグラフは、第１グラフ及び第２グラフを含み、第
１グラフは、グラフ配置領域において少なくとも一部が
第２グラフと重なるように配置される。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段と、
　生体情報及び行動情報のうち少なくともいずれかの計測情報に基づいて、それぞれ異な
る情報を示す複数のグラフが配置されるグラフ配置領域を有する表示画面を、前記表示手
段に表示させる表示制御手段と、を備え、
　前記複数のグラフは、第１グラフ及び第２グラフを含み、
　前記第１グラフは、前記グラフ配置領域において少なくとも一部が前記第２グラフと重
なるように配置されることを特徴とする計測情報表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の計測情報表示装置において、
　前記表示画面では、前記第２グラフは、前記第１グラフより高い透明度で表示されるこ
とを特徴とする計測情報表示装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の計測情報表示装置において、
　前記表示画面では、前記第２グラフは、前記第１グラフより階調が白に近い色で表示さ
れることを特徴とする計測情報表示装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の計測情報表示装置において、
　前記表示画面では、前記第２グラフは、前記第１グラフより小さく表示されることを特
徴とする計測情報表示装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の計測情報表示装置において、
　前記複数のグラフは、それぞれ対応する情報を示すドーナツ型グラフであることを特徴
とする計測情報表示装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の計測情報表示装置において、
　前記グラフ配置領域には、それぞれの前記グラフにより示される数値の合算値及び差分
値の少なくとも一方が表示されることを特徴とする計測情報表示装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の計測情報表示装置において、
　前記表示画面は、前記第１グラフにより示される前記情報に対応する数値が表示される
詳細表示領域を有することを特徴とする計測情報表示装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の計測情報表示装置において、
　前記複数のグラフは、少なくとも３つのグラフを含み、
　前記少なくとも３つのグラフは、それぞれ大きさが異なることを特徴とする計測情報表
示装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の計測情報表示装置において、
　前記グラフ配置領域は、
　第１位置と、
　前記第１位置の周囲に位置する第２位置と、を有し、
　前記表示制御手段は、前記第２位置にある前記グラフを前記第１位置に向かう方向に移
動させる移動操作が行われた際に、前記第２グラフを前記第１位置に移動させることを特
徴とする計測情報表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の計測情報表示装置において、
　前記グラフ配置領域は、前記第１位置を基準として前記第２位置とは反対側に位置する
第３位置を有し、
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　前記移動操作が行われた際に、前記第１位置に位置していた前記グラフを前記第３位置
に移動させることを特徴とする計測情報表示装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれかに記載の計測情報表示装置と、
　前記計測情報を計測する計測装置と、を備え、
　前記計測情報表示装置は、前記計測装置と通信して前記計測情報を取得する通信手段を
有し、
　前記表示制御手段は、取得された前記計測情報に基づいて前記複数のグラフを表示させ
ることを特徴とする計測情報表示システム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の計測情報表示システムにおいて、
　前記表示制御手段は、前記計測装置から前記計測情報が新たに取得された際に、前記表
示手段にて表示中の前記複数のグラフの内容を、新たに取得された前記計測情報に基づい
て更新することを特徴とする計測情報表示システム。
【請求項１３】
　生体情報及び行動情報のうち少なくともいずれかの計測情報を取得するステップと、
　前記計測情報に基づいて、それぞれ異なる複数の項目情報を生成するステップと、
　前記複数の項目情報に基づいて、複数のグラフを生成するステップと、
　表示画面のグラフ配置領域において少なくとも一部が互いに重なるように前記複数のグ
ラフを配置するステップと、を含むことを特徴とする計測情報表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、計測情報表示装置、計測情報表示システム及び計測情報表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使用者の脈拍等の生体情報を計測し、当該生体情報を管理する生体情報計測シス
テムが知られている（例えば、特許文献１参照）。
　この特許文献１に記載の生体情報計測システムは、携帯電話を備え、当該携帯電話は、
生体情報計測部、生活行動記録処理部、キー入力部、記憶部及び表示部を有する。これら
のうち、生体情報計測部は、脈、体温及び運動量（歩数を含む）等の生体情報を計測する
ために必要なセンサを有する。生活行動記録処理部は、各種プロセッサにより実現され、
記録させる生活行動情報の入力をキー入力部から受け付け、受け付けた生活行動情報に基
づいて、ユーザの生活行動を、計測された生体情報又は計測日時に関連付けて記憶部に記
憶させる。また、表示部は、生活行動記録処理部の制御の下、生活行動情報の入力受付画
面や、所定期間における脈拍や歩数等をグラフ表示する。
　このような生体情報計測システムにより、使用者は、自らの生体情報を確認でき、健康
状態やダイエットの進捗状態を把握できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－５０１６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の生体情報計測システムでは、上記所定期間にお
ける脈拍の遷移、歩数の推移、及び、運動後の回復状態を確認する際には、それぞれの表
示画面を切り替えて表示させる必要がある。
　一方、上記携帯電話のように、携帯端末では、画面の表示領域が小さいことから、上記
各項目についての表示画面を一度に表示させることが困難である。
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　このため、新たな情報の提示方法が要望されてきた。
【０００５】
　本発明は、各種情報を把握しやすくすることができる計測情報表示装置、計測情報表示
システム及び計測情報表示方法を提供することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１態様に係る計測情報表示装置は、表示手段と、生体情報及び行動情報のう
ち少なくともいずれかの計測情報に基づいて、それぞれ異なる情報を示す複数のグラフが
配置されるグラフ配置領域を有する表示画面を、前記表示手段に表示させる表示制御手段
と、を備え、前記複数のグラフは、第１グラフ及び第２グラフを含み、前記第１グラフは
、前記グラフ配置領域において少なくとも一部が前記第２グラフと重なるように配置され
ることを特徴とする。
【０００７】
　なお、生体情報としては脈拍数を例示でき、行動情報としては使用者の行動を示す加速
度を例示できる。
　上記第１態様によれば、表示手段に表示される表示画面には、第２グラフと、当該第２
グラフに重なるように配置される第１グラフとが含まれる。これによれば、１つの表示画
面を観察することで、第１グラフ及び第２グラフのそれぞれの内容を同時に把握できる。
従って、表示画面に表示される複数の項目の俯瞰性が向上し、それぞれ異なる項目の情報
を把握しやすくすることができる。更に、複数のグラフが同時に観察可能となることで、
当該各グラフにより示される情報を使用者に独自に解釈させやすくすることができ、当該
情報の変化を熟考させることができる。
【０００８】
　上記第１態様では、前記表示画面では、前記第２グラフは、前記第１グラフより高い透
明度で表示されることが好ましい。
　なお、透明度は、換言すると、透過度ということができる。そして、透明度及び透過度
が高いとは、グラフが霞んで見える状態を示し、透過度及び透明度が低いとは、グラフが
明確に見える状態を示す。
　上記第１態様によれば、第１グラフより奥側に位置する第２グラフは、高い透明度で表
示されるので、当該第２グラフより手前側に位置する第１グラフを第２グラフとは区別し
て注視できる。従って、注視すべき第１グラフを確認しやすくすることができる。
【０００９】
　上記第１態様では、前記表示画面では、前記第２グラフは、前記第１グラフより階調が
白に近い色で表示されることが好ましい。
　上記第１態様によれば、上記と同様に、第１グラフは明確に見えるように表示され、当
該第１グラフより奥側に位置する第２グラフは霞んで見えるように表示される。これによ
れば、第２グラフより手前側に位置する第１グラフを第２グラフとは区別して注視できる
。従って、注視すべき第１グラフを確認しやすくすることができる。
【００１０】
　上記第１態様では、前記表示画面では、前記第２グラフは、前記第１グラフより小さく
表示されることが好ましい。
　上記第１態様によれば、第１グラフより奥側に位置する第２グラフは、当該第１グラフ
より小さく表示される。これによれば、上記と同様に、第２グラフより手前側に位置する
第１グラフを第２グラフとは区別して注視できる。従って、注視すべき第１グラフを確認
しやすくすることができる。
【００１１】
　上記第１態様では、前記複数のグラフは、それぞれ対応する情報を示すドーナツ型グラ
フであることが好ましい。
　なお、ドーナツ型グラフは、分割ドーナツ型グラフを含む。
　ここで、各グラフが棒グラフやレーダーグラフである場合には、各グラフの表示形式に
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おいて統一を取りづらいことから、当該各グラフの内容を把握しにくくなる。
　これに対し、上記第１態様では、複数のグラフがそれぞれドーナツ型グラフであること
から、各グラフの表示形式において統一を取りやすく、当該各グラフの内容を把握しやす
くすることができる。更に、ドーナツ型グラフを用いることで、第１グラフ以外のグラフ
を同一画面上で視認しやすくすることができる。
【００１２】
　上記第１態様では、前記グラフ配置領域には、それぞれの前記グラフにより示される数
値の合算値及び差分値の少なくとも一方が表示されることが好ましい。
　上記第１態様によれば、表示された値を観察することで、各グラフの内容を簡易に把握
できる。なお、上記合算値及び差分値の表示位置としては、グラフが上記ドーナツ型グラ
フである場合には、当該グラフの略中央を例示できる。この場合には、グラフ以外の領域
に上記値を配置しなくて済むので、表示画面内のスペースを有効活用できる。
【００１３】
　上記第１態様では、前記表示画面は、前記第１グラフにより示される前記情報に対応す
る数値が表示される詳細表示領域を有することが好ましい。
　上記第１態様によれば、表示画面が詳細表示領域を有することで、第１グラフにより示
される情報の内容をより詳細に把握できる。
【００１４】
　上記第１態様では、前記複数のグラフは、少なくとも３つのグラフを含み、前記少なく
とも３つのグラフは、それぞれ大きさが異なることが好ましい。
　上記第１態様によれば、少なくとも３つのグラフにより、それぞれ異なる情報を示すこ
とができるので、提示する情報量を増やすことができる。更に、各グラフはそれぞれ大き
さが異なるので、例えば、少なくとも一部が互いに重なるように各グラフを配置し、手前
側から奥側に向かうに従って各グラフのサイズを小さくすることにより、表示画面に奥行
感を持たせることができる。
【００１５】
　上記第１態様では、前記グラフ配置領域は、第１位置と、前記第１位置の周囲に位置す
る第２位置と、を有し、前記表示制御手段は、前記第２位置にある前記グラフを前記第１
位置に向かう方向に移動させる移動操作が行われた際に、前記第２グラフを前記第１位置
に移動させることが好ましい。
　上記第１態様によれば、上記操作を行うことで、第２位置に位置するグラフを第１位置
に簡易に移動させることができる他、直感的な操作により、グラフの配置位置を変更でき
る。
【００１６】
　上記第１態様では、前記グラフ配置領域は、前記第１位置を基準として前記第２位置と
は反対側に位置する第３位置を有し、前記移動操作が行われた際に、前記第１位置に位置
していた前記グラフを前記第３位置に移動させることが好ましい。
　上記第１態様によれば、第１位置に位置していたグラフを上記第３位置に移動させるこ
とで、上記移動操作が行われる前に、第１及び第２位置に位置していたグラフは、それぞ
れ、第３及び第１位置に移動される。これによれば、グラフを移動させた場合でも、各グ
ラフを確実に確認できる。従って、注視すべきグラフを変更した場合でも、他のグラフを
確実に確認できる。
【００１７】
　本発明の第２態様に係る計測情報表示システムでは、上記計測情報表示装置と、前記計
測情報を計測する計測装置と、を備え、前記計測情報表示装置は、前記計測装置と通信し
て前記計測情報を取得する通信手段を有し、前記表示制御手段は、取得された前記計測情
報に基づいて前記複数のグラフを表示させることを特徴とする。
　上記第２態様によれば、上記第１態様に係る計測情報表示装置と同様の効果を奏するこ
とができる。この他、計測情報表示装置が、計測情報を計測する計測装置と直接通信して
当該計測情報を取得できるので、当該計測情報に基づく情報を表示する複数のグラフを比



(6) JP 2015-76032 A 2015.4.20

10

20

30

40

50

較的早く更新できる。従って、計測情報に基づく情報を比較的早く確認できる。
【００１８】
　上記第２態様では、前記表示制御手段は、前記計測装置から前記計測情報が新たに取得
された際に、前記表示手段にて表示中の前記複数のグラフの内容を、新たに取得された前
記計測情報に基づいて更新することが好ましい。
　上記第２態様によれば、新たに取得された計測情報に基づいて、表示中のグラフの内容
が更新されるので、サーバー等の機器を介してグラフの内容を更新する場合に比べて、当
該グラフの内容を迅速に更新できる。
【００１９】
　本発明の第３態様に係る計測情報表示方法は、生体情報及び行動情報のうち少なくとも
いずれかの計測情報を取得するステップと、前記計測情報に基づいて、それぞれ異なる複
数の項目情報を生成するステップと、前記複数の項目情報に基づいて、複数のグラフを生
成するステップと、表示画面のグラフ配置領域において少なくとも一部が互いに重なるよ
うに前記複数のグラフを配置するステップと、を含むことを特徴とする。
　上記第３態様によれば、上記第１態様に係る計測情報表示装置と同様の効果を奏するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態に係る計測情報管理システムの概略構成を示す図。
【図２】上記実施形態における計測装置の構成を示すブロック図。
【図３】上記実施形態における情報端末の構成を示すブロック図。
【図４】上記実施形態における計算部の構成を示すブロック図。
【図５】上記実施形態におけるログイン画面を示す図。
【図６】上記実施形態における登録画面を示す図。
【図７】上記実施形態における確認画面を示す図。
【図８】上記実施形態における設定画面を示す図。
【図９】上記実施形態における設定画面を示す図。
【図１０】上記実施形態におけるチェックマークが付された設定画面を示す図。
【図１１】上記実施形態における選択画面を示す図。
【図１２】上記実施形態におけるメイン画面を示す図。
【図１３】上記実施形態におけるメイン画面を示す図。
【図１４】上記実施形態におけるメイン画面を示す図。
【図１５】上記実施形態におけるメイン画面を示す図。
【図１６】上記実施形態におけるメイン画面を示す図。
【図１７】上記実施形態における興奮時間に関する日詳細画面を示す図。
【図１８】上記実施形態における興奮時間に関する週詳細画面を示す図。
【図１９】上記実施形態における興奮時間に関する月詳細画面を示す図。
【図２０】上記実施形態における情報端末が横向きにされた場合の図。
【図２１】上記実施形態における運動時間に関する日詳細画面を示す図。
【図２２】上記実施形態における運動時間に関する週詳細画面を示す図。
【図２３】上記実施形態における運動時間に関する月詳細画面を示す図。
【図２４】上記実施形態における睡眠時間に関する日詳細画面を示す図。
【図２５】上記実施形態における睡眠時間に関する週詳細画面を示す図。
【図２６】上記実施形態における睡眠時間に関する月詳細画面を示す図。
【図２７】上記実施形態におけるカロリーに関する日詳細画面を示す図。
【図２８】上記実施形態におけるカロリーに関する週詳細画面を示す図。
【図２９】上記実施形態におけるカロリーに関する月詳細画面を示す図。
【図３０】上記実施形態における歩数に関する日詳細画面を示す図。
【図３１】上記実施形態における歩数に関する週詳細画面を示す図。
【図３２】上記実施形態における歩数に関する月詳細画面を示す図。
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【図３３】上記実施形態における通信中の更新キーを示す図。
【図３４】上記実施形態における入力画面を示す図。
【図３５】上記実施形態における入力画面を示す図。
【図３６】上記実施形態における入力画面を示す図。
【図３７】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図３８】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図３９】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図４０】上記実施形態における情報端末の構成を示すブロック図。
【図４１】上記実施形態における実行時画面を示す図。
【図４２】上記実施形態における計測情報表示画面を示す図。
【図４３】上記実施形態における計測情報表示画面を示す図。
【図４４】上記実施形態における計測情報表示画面を示す図。
【図４５】上記実施形態における入力画面を示す図。
【図４６】上記実施形態における入力画面を示す図。
【図４７】上記実施形態における入力画面を示す図。
【図４８】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図４９】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図５０】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図５１】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図５２】上記実施形態におけるイベント確認画面を示す図。
【図５３】上記実施形態におけるフレンド管理画面を示す図。
【図５４】上記実施形態における検索ダイアログを示す図。
【図５５】上記実施形態における検索ダイアログを示す図。
【図５６】上記実施形態における検索ダイアログを示す図。
【図５７】上記実施形態におけるフレンド管理画面を示す図。
【図５８】上記実施形態におけるメッセージダイアログを示す図。
【図５９】上記実施形態におけるフレンド管理画面を示す図。
【図６０】上記実施形態における確認ダイアログを示す図。
【図６１】上記実施形態における確認ダイアログを示す図。
【図６２】上記実施形態におけるフレンド管理画面を示す図。
【図６３】上記実施形態におけるフレンド管理画面を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　［計測情報管理システムの全体構成］
　以下、本発明の一実施形態について、図面に基づいて説明する。
　図１は、本実施形態に係る計測情報管理システム１の概略構成を示す図である。
　本実施形態に係る計測情報管理システム１は、本発明の計測情報表示システムを含むも
のであり、図１に示すように、計測装置２、計測情報表示装置としての情報端末３，４、
管理サーバー５及びネットワークＮＷを備える。そして、当該計測情報管理システム１で
は、計測装置２により計測された計測情報（使用者の生体情報及び行動情報）が、情報端
末３，４により取得されて記憶されるとともに、当該情報端末３，４によりネットワーク
ＮＷを介して管理サーバー５に送信されて記憶されることで、当該計測情報が管理される
。
　以下、計測情報管理システム１を構成する各装置について説明する。なお、ネットワー
クＮＷは、インターネットを構成する通信網（電話回線を含む）、無線ＬＡＮ（Local Ar
ea Network）通信網や衛星通信網を利用できる。
【００２２】
　［管理サーバーの構成］
　管理サーバー５は、ネットワークＮＷを介して情報端末３，４と接続される。そして、
管理サーバー５は、情報端末３，４から送信された使用者情報を記憶する他、送信された
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上記計測情報や、後述するイベント内容等を当該使用者情報に関連付けて記憶する。また
、管理サーバー５は、情報端末３，４からの要求に応じて、当該情報端末３，４の使用者
の使用者情報に関連付けて記憶された上記計測情報等を送信する。
【００２３】
　［計測装置の構成］
　図２は、計測装置２の構成を示すブロック図である。
　計測装置２は、使用者の装着部位（例えば手首）に装着されて使用され、時刻を計時す
る他、生体情報としての脈拍数、及び、行動情報としての加速度等を計測し、これらの計
測情報を情報端末３，４に送信する。このような計測装置２は、図１及び図２に示すよう
に、筐体２Ａ及びバンド２Ｂを備えるとともに、当該筐体２Ａに設けられる表示手段２１
、操作手段２２、計測手段２３、通信手段２４、記憶手段２５及び制御手段２６を備える
。
【００２４】
　表示手段２１は、計測装置２の動作状態を表示する。この表示手段２１は、液晶、有機
ＥＬ（Electro-Luminescence）及び電気泳動等の各種表示パネルにより構成される。
　操作手段２２は、計測装置２を操作するためのものであり、本実施形態では、筐体２Ａ
に対して突没するボタン２２１，２２２（図１参照）を有する。そして、操作手段２２は
、使用者によって押下されたボタンに応じた操作信号を制御手段２６に出力する。
【００２５】
　計測手段２３は、装着された使用者の生体情報及び行動情報を検出可能な各種センサを
有する。本実施形態では、計測手段２３は、脈拍センサ２３１及び加速度センサ２３２を
有し、各センサの計測信号を制御手段２６へ出力する。
　これらのうち、脈拍センサ２３１は、筐体２Ａの背面に設けられ、上記装着部位に接触
することで、使用者の脈拍数を計測する。具体的に、脈拍センサ２３１は、発光素子と受
光素子とを備える光電センサにより構成されており、計測装置２が上記装着部位に装着さ
れた状態で、発光素子から生体に向かって光を照射させ、受光素子により受光する反射光
の光量変化を検出することで脈波を検出し、脈波を周波数解析など公知の手法により処理
することで、脈拍数を計測する。すなわち、生体に照射された光は、血管で部分的に吸収
されるが、この血管での吸収率は脈拍の影響で変化し、血管での反射光量も変化する。こ
のため、受光素子で検出した血流量の変化を反映した反射光の光量変化から、脈拍数を計
測することが可能となる。なお、脈拍センサ２３１は、上記光電センサに代えて、超音波
により血管の収縮を検出して脈拍数を計測する超音波センサを採用してもよく、電極から
微弱電流を体内に流して脈拍数を計測するセンサ等を採用してもよい。
　加速度センサ２３２は、計測装置２の移動にともなって変化する加速度を、使用者の動
きとして計測する。
【００２６】
　通信手段２４は、情報端末３等の外部機器と無線通信する通信モジュールである。そし
て、通信手段２４は、制御手段２６から入力される情報を、通信接続が確立された外部機
器に送信する他、当該外部機器から受信した情報（例えば、使用者情報）を制御手段２６
に出力する。このような通信手段２４としては、Bluetooth（登録商標）規格に準拠した
通信モジュールや、ＩＥＥＥ８０２．１１規格に準拠した無線ＬＡＮモジュールを例示で
きる。
【００２７】
　記憶手段２５は、フラッシュメモリー等により構成され、計測に必要な各種プログラム
及びデータを記憶する。例えば、記憶手段２５は、当該データとして、使用者の生年月日
から算出される年齢、性別、並びに、身長及び体重を含む身体情報等を記憶する。この他
、記憶手段２５は、計測手段２３による計測情報を記憶する。
【００２８】
　制御手段２６は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）やメモリー等の回路素子を有し
、計測装置２の動作を制御する。この制御手段２６は、上記記憶手段２５に記憶されたプ
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ログラムを当該ＣＰＵが実行及び処理することで、計時部２６１、表示制御部２６２、行
動判定部２６３、記憶制御部２６４及び通信制御部２６５として機能する。
【００２９】
　計時部２６１は、現在時刻を計時する。
　表示制御部２６２は、表示手段２１の動作を制御し、当該表示手段２１に計測装置２の
動作状態及び計測結果等を表示させる。
【００３０】
　行動判定部２６３は、脈拍センサ２３１により計測された脈拍数（以下、計測脈拍数と
いう場合がある）、及び、加速度センサ２３２により計測された加速度（以下、計測加速
度という場合がある）を判定することで、使用者の行動を判定する。
　例えば、計測加速度の推移が運動加速度範囲（運動に区分される加速度の推移の範囲）
内である場合に、計測脈拍数が運動脈拍数範囲（運動に区分される脈拍数の推移の範囲で
あり、例えば７０回／分（７０ｂｐｍ）以上、１００回／分（１００ｂｐｍ）以下の範囲
）内である場合には、運動が実施されていると判定される。
　なお、これらの範囲は、操作手段２２に対する入力操作や、情報端末３，４による遠隔
操作の他、情報端末３，４から受信される使用者情報（使用者の年齢、性別、身長及び体
重等）に基づいて変更される。また、制御手段２６が、第１閾値及び第２閾値を、記憶手
段２５に記憶された脈拍数の平均値（例えば、運動時の脈拍数の平均値）に基づいて変更
可能である。
【００３１】
　更に、運動が実施されていると判定された場合には、計測加速度及び脈拍数のそれぞれ
の推移が体脂肪を消費しやすい範囲内であると、効率よく脂肪を消費しやすい運動（脂肪
燃焼ゾーン内の運動）が実施されていると判定される。なお、このようなゾーンについて
は、特開２０１３－２２２５６号公報に記載されている。
【００３２】
　更に、計測加速度の推移が運動加速度範囲（運動に区分される加速度の推移の範囲）内
でない場合に、計測脈拍数が運動脈拍数範囲（運動に区分される加速度の推移の範囲）内
である場合には、使用者が運動によらない興奮状態にあると判定される。
　一方、計測加速度の推移が運動加速度範囲（運動に区分される加速度の推移の範囲）内
でない場合で、計測脈拍数が運動脈拍数範囲（運動に区分される加速度の推移の範囲）内
でない場合には、使用者がリラックスした状態にあると判定される。また、公知の手法を
用いて、計測手段で計測した脈波から交感神経及び副交感神経の活性状態を表す指標ＨＦ
／ＬＦ等を算出し、興奮状態又はリラックス状態を判定してもよい。
【００３３】
　記憶制御部２６４は、計測手段２３による計測結果（上記計測脈拍数及び計測加速度）
を、計測時刻（計時部２６１により計時されている時刻）と関連付けて記憶手段２５に記
憶させる。また、記憶制御部２６４は、行動判定部２６３により、使用者が興奮状態（運
動による興奮状態及び運動によらない興奮状態）及びリラックスした状態のいずれかの精
神状態にあると判定された場合の時刻（以下、精神状態判定時刻という場合がある）を、
記憶手段２５に記憶させる。このように記憶された計測時刻と計測結果とは、通信手段２
４によって情報端末３に送信され、記憶制御部２６４は、記憶手段２５に記憶された計測
情報が情報端末３又は情報端末４に送信された場合には、当該計測情報を削除する。なお
、上記送信処理は計測装置２から管理サーバー５へ無線ＬＡＮなどを介して直接送信する
ように構成してもよい。
【００３４】
　通信制御部２６５は、記憶手段２５に記憶された計測脈拍数及び計測加速度と、これら
の計測時刻とが関連付けられた情報、並びに、上記判定時刻を含む送信情報を、通信手段
２４により情報端末３，４に送信させる。この通信制御部２６５は、略１時間に一度、当
該送信情報を情報端末３に送信させる他、上記いずれかの精神状態にあると判定された場
合に、当該送信情報を情報端末３に送信させる。また、通信制御部２６５は、通信手段２
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４を介して情報端末３，４から受信される使用者情報等の各種情報を、記憶制御部２６４
により記憶手段２５に記憶させる。
　なお、通信制御部２６５は、計測装置２がＰＣ（Personal Computer）等により構成さ
れる情報端末４と通信可能に接続されている場合には、当該情報端末４の要求に応じて上
記送信情報を送信する。
【００３５】
　［情報端末の構成］
　情報端末３，４は、上記のように、当該情報端末３，４に対する入力操作に応じて設定
された使用者情報を計測装置２に送信する。この他、情報端末３は、計測装置２と無線で
通信し、また、情報端末４は、図示しないクレードルを介して計測装置２と通信すること
で、これら情報端末３，４は、計測装置２から上記送信情報を受信及び記憶する。更に、
情報端末３，４は、受信された送信情報の内容を、ネットワークＮＷを介して管理サーバ
ー５に送信する。
【００３６】
　図３は、情報端末３の構成を示すブロック図である。
　情報端末３は、本実施形態では、携帯電話及びスマートフォン（多機能携帯電話）等の
携帯可能な情報端末装置により構成され、上記計測装置２と無線にて通信可能に接続され
る。そして、本実施形態に係る計測情報管理システムでは、使用者は、上記計測装置２を
装着するとともに、情報端末３を携行することとなる。
　このような情報端末３は、本発明の計測情報表示装置に相当し、図３に示すように、表
示手段３１、操作手段３２、通信手段３３、位置取得手段３４、記憶手段３５及び制御手
段３６を備える。
【００３７】
　表示手段３１は、上記各種表示パネルのいずれかにより構成され、制御手段３６を構成
する表示制御部３６２の制御の下、各種表示画面を表示する。具体的に、表示手段３１は
、当該表示制御部３６２から入力される画像信号に応じた画像を表示する。
　操作手段３２は、図示を省略するが、情報端末３の外面に設けられたボタンである物理
キーの他、表示手段３１における画像の表示領域に応じて設けられたタッチパネルを有す
る。そして、操作手段３２は、当該操作手段３２に対する使用者の操作に応じた操作信号
を、制御手段３６に出力する。
【００３８】
　通信手段３３は、図示を省略するが、計測装置２等の外部機器と通信可能な第１通信モ
ジュールと、ネットワークＮＷ上の管理サーバー５と通信可能な第２通信モジュールとを
有する。この通信手段３３は、制御手段３６を構成する通信制御部３６３の制御の下、当
該外部機器や管理サーバー５と通信する。なお、計測装置２及び管理サーバー５とそれぞ
れ同じ通信形式で通信可能である場合には、通信手段３３は、第１通信モジュール及び第
２通信モジュールのうち一方のみを有する構成であってもよい。
【００３９】
　位置取得手段３４は、情報端末３の現在位置を示す位置情報を取得し、当該現在位置を
示す位置情報を制御手段３６に出力する。このような位置取得手段３４は、ＧＰＳ（Glob
al Positioning System）センサを有し、地球の衛星軌道上を周回する複数のＧＰＳ衛星
から送信されたＧＰＳ信号を受信して、情報端末３の現在地（換言すると、使用者の現在
地）の位置情報を取得する。
　なお、位置取得手段３４は、受信されたＧＰＳ信号に基づいて情報端末３の現在位置を
取得する構成に限らず、管理サーバー５と通信する際に接続される基地局の位置情報等に
基づいて上記位置情報を取得する構成としてもよい。
【００４０】
　記憶手段３５は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）やフラッシュメモリー等により構成され
、情報端末３の動作に必要な各種プログラム及びデータを記憶する。このようなデータと
して、記憶手段３５は、例えば、操作手段３２に対する使用者の操作に応じて設定された
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使用者情報、計測装置２から送信された送信情報、及び、位置取得手段３４により取得さ
れた位置情報等を記憶する。更に、当該プログラムとして、記憶手段３５は、ＯＳ（Oper
ating System）の他、後述する表示画面を表示し、かつ、計測装置２から受信された送信
情報を管理する計測情報管理アプリケーションに関するプログラムを記憶している。
【００４１】
　制御手段３６は、ＣＰＵ及びメモリーを備えて構成され、情報端末３の動作を制御する
。この制御手段３６は、ＣＰＵが記憶手段３５に記憶されたプログラムを実行することに
より、主制御部３６１、表示制御部３６２、通信制御部３６３、記憶制御部３６４及び計
算部３６５として機能する。
　主制御部３６１は、情報端末３の動作を主に制御する。例えば、主制御部３６１は、記
憶手段３５に記憶された上記計測情報管理プログラムを実行して、操作手段３２を用いて
使用者により入力された情報、並びに、通信手段３３により計測装置２及び管理サーバー
５から受信された情報を管理する。
【００４２】
　表示制御部３６２は、情報端末３の動作時画面を表示手段３１に表示させる。この他、
表示制御部３６２は、上記計測情報管理アプリケーションの実行時画面を生成して、当該
実行時画面を表示手段３１に表示させる。このような実行時画面（表示画面）については
、後に詳述する。すなわち、表示制御部３６２は、情報端末３において本発明の表示制御
手段に相当する。
　通信制御部３６３は、通信手段３３の動作を制御する。例えば、通信制御部３６３は、
計測装置２及びサーバー５との通信接続を確立し、更に、当該通信手段３３により計測装
置２及びサーバー５との間で情報を送受信する。
【００４３】
　記憶制御部３６４は、記憶手段３５の動作を制御する。例えば、記憶制御部３６４は、
使用者により入力された使用者の使用者情報及び行動情報をそれぞれ記憶手段３５に記憶
させる。また、記憶制御部３６４は、通信手段３３により計測装置２及び管理サーバー５
から受信された情報（上記計測情報を含む）を記憶手段３５に記憶させる。
【００４４】
　図４は、計算部３６５の構成を示すブロック図である。
　計算部３６５は、通信手段３３を介して受信されて記憶手段３５に記憶された計測情報
、及び、入力された使用者情報に基づいて、使用者の精神状態のうち興奮状態の時間（興
奮時間）、運動時間、睡眠時間、カロリー差分、及び、歩数を計算する。このような計算
部３６５は、計算対象の項目に応じて、興奮時間計算部３６５１、運動時間計算部３６５
２、睡眠時間計算部３６５３、カロリー計算部３６５４及び歩数計算部３６５５を機能部
として有する。
【００４５】
　興奮時間計算部３６５１は、上記計測情報に基づいて、使用者の興奮状態（脈拍数が所
定値を超えている状態）の時間を計算する。この際、興奮時間計算部３６５１は、運動に
より興奮状態となっている時間（運動時興奮時間）と、運動ではなく興奮状態となってい
る時間（非運動時興奮時間）と、を計算する。
　運動時間計算部３６５２は、上記計測情報に基づいて、使用者の通常の運動時間（以下
、通常運動時間とする）を計算する。更に、運動時間計算部３６５２は、使用者情報に基
づいて設定される上記脂肪燃焼ゾーン内の運動が実施された運動時間、すなわち、ゾーン
内運動時間を計算する。
　睡眠時間計算部３６５３は、上記計測情報に基づいて、使用者の睡眠時間を計算する。
この際、睡眠時間計算部３６５３は、睡眠時間と判定される期間内の覚醒時間、浅い睡眠
時間及び深い睡眠時間を計算する。
【００４６】
　カロリー計算部３６５４は、後述する入力画面ＥＤにて使用者により入力される食事情
報に基づいて摂取カロリーの合計値を計算する他、使用者情報に含まれる年齢、性別及び
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体重から算出される基礎代謝、使用者により設定された身体活動レベル、及び、上記計測
情報に基づいて、使用者の消費カロリーの合計値を計算する。更に、カロリー計算部３６
５４は、摂取カロリーの合計値と消費カロリーの合計値とのどちらが上回っているかを判
定するとともに、これらの差分を算出する。
　歩数計算部３６５５は、上記計測情報（計測装置２の脈拍センサ２３１及び加速度セン
サ２３２の情報）と、使用者情報に含まれる身長とに基づいて、使用者の歩数を計算する
。更に、歩数計算部３６５５は、使用者情報に基づいて設定される上記脂肪燃焼ゾーン内
の運動時の歩数を計算する。
【００４７】
　これら計算部３６５１～３６５５のうち、興奮時間計算部３６５１、運動時間計算部３
６５２、カロリー計算部３６５４及び歩数計算部３６５５は、１日を単位として、それぞ
れの項目の値を計算する。また、睡眠時間計算部３６５３は、午前０時を跨ぐ睡眠時間を
、午前０時の日付の睡眠時間として計算する。
　更に、これら各計算部３６５１～３６５５は、日単位、直近の週単位及び直近の月単位
の合計値をそれぞれ対応する項目毎に計算する他、週の始めから現在日付までの合計値、
及び、月の始めから現在日付までの合計値を算出する。
　これら計算部３６５１～３６５５による計算結果は、後述する計測情報管理アプリケー
ションの実行時画面にて表示される。
【００４８】
　［表示画面の一例］
　情報端末３は、計測情報管理アプリケーションの実行時に、使用者の操作に応じた表示
画面を表示する。これら表示画面は、上記表示制御部３６２により生成され、表示手段３
１に表示される。以下、各表示画面について説明する。
　なお、各表示画面における最上端には、情報端末３の状態を示す常時表示領域ＤＡが設
定されている。この常時表示領域ＤＡには、上記ネットワークＮＷとの通信に利用される
電波の受信感度を示すゲージ、現在時刻及び電池残量が配置されている。また、表示画面
に含まれる各種キーは、ソフトウェアキーであり、使用者によって押下（タップ又はクリ
ック）されることで当該キーは押下されたこととなる。更に、各表示画面に設定された入
力欄及び設定欄が選択（タップ又はクリック）されると、図示を省略するが、スクリーン
キーボード及び入力文字表示欄が表示される。そして、スクリーンキーボードに設定され
た確定キーを押下すると、入力された文字が、該当する入力欄及び設定欄に設定される。
　なお、本実施形態では、情報端末３の表示手段３１のソフトウェアキーによる入力や、
スワイプ操作及びタップ操作等により、以下の処理において必要な各種情報を入力するよ
うに構成されているが、キーボードやタッチペン等、他の入力機器を用いて入力するよう
に構成してもよい。
【００４９】
　［ログイン画面］
　図５は、ログイン画面ＬＳの一例を示す図であり、図６～図１１は、登録時の画面ＲＳ
１～ＲＳ５の一例をそれぞれ示す図である。
　情報端末３にて上記計測情報管理アプリケーションを起動させると、表示制御部３６２
が、図５に示すログイン画面ＬＳを表示手段３１に表示させる。このログイン画面ＬＳに
は、ログインＩＤ（Ｅメールアドレス）入力欄ＬＳ１１及びパスワード入力欄ＬＳ１２が
設定されている他、登録キーＬＳ１３及びログインキーＬＳ１４が設定されている。
　なお、「Forgot your password」と記されたリンクＬＳ１５が押下されると、パスワー
ドを忘れた場合の対処を示す画面（図示省略）が表示される。
【００５０】
　ログインキーＬＳ１４が押下されると、上記主制御部３６１により、記憶手段３５又は
管理サーバー５に記憶されたログインＩＤ及びパスワードと、各入力欄ＬＳ１１，ＬＳ１
２に設定されたログインＩＤ及びパスワードとが比較される。この際、ログインＩＤ及び
パスワードが合致しない場合には、ログイン画面ＬＳから表示画面は遷移せず、ログイン
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ＩＤ又はパスワードが正しくない旨のメッセージが表示される。
　一方、ログインＩＤ及びパスワードがそれぞれ合致した場合には、後述するメイン画面
ＭＳ（図１２参照）が表示される。このログイン画面ＬＳにてログインすると、計測情報
管理アプリケーションは常駐ソフトとして動作し、当該アプリケーションの実行時画面を
常に表示させなくても、当該アプリケーションは実行中となる。
【００５１】
　登録キーＬＳ１３が入力されると、図６に示す登録画面ＲＳ１が表示される。
　登録画面ＲＳ１は、管理サーバー５に登録するログインＩＤ及びパスワードを設定する
画面である。この登録画面ＲＳ１には、ログインＩＤ入力欄ＲＳ１１、パスワード入力欄
ＲＳ１２，ＲＳ１３、確認コード表示欄ＲＳ１４、確認コード入力欄ＲＳ１５、戻るキー
ＢＫ及び進むキーＦＫが設定されている。
【００５２】
　ログインＩＤ入力欄ＲＳ１１及びパスワード入力欄ＲＳ１２，１３は、それぞれ、登録
するログインＩＤ（メールアドレス）及びパスワードを設定する入力欄である。
　確認コード表示欄ＲＳ１４は、ランダムな文字列である確認コードの表示欄であり、確
認コード入力欄ＲＳ１５は、表示された確認コードを使用者が入力する入力欄である。
　戻るキーＢＫが押下されると、前の画面が表示される。
　進むキーＦＫが押下されると、次の画面が表示される。
【００５３】
　登録画面ＲＳ１の表示時に進むキーＦＫが押下されると、主制御部３６１により、入力
されたアカウント情報（ログインＩＤ及びパスワード）が管理サーバー５に送信され、当
該アカウント情報での登録が可能か否かが判定される。そして、登録可能であれば、当該
アカウント情報が管理サーバー５に登録され、情報端末３の表示手段３１には、図７に示
す確認画面ＲＳ２が表示される。
　この確認画面ＲＳ２には、登録されたログインＩＤ（メールアドレス）が表示される表
示欄ＲＳ２１と、プロフィールの設定開始キーＲＳ２２とが設定されている。
【００５４】
　確認画面ＲＳ２にて、設定開始キーＲＳ２２が押下されると、図８に示すプロフィール
の設定画面ＲＳ３が表示される。
　この設定画面ＲＳ３には、それぞれ必須項目である使用者名入力欄ＲＳ３１、性別設定
欄ＲＳ３２、生年月日設定欄ＲＳ３３、身長設定欄ＲＳ３４、体重設定欄ＲＳ３５及び画
像設定欄ＲＳ３６の他、上記戻るキーＢＫ及び進むキーＦＫが設定されている。
　なお、画像設定欄ＲＳ３６は、使用者の写真等の画像を設定する領域であるが、使用者
により選択された画像の中心から所定寸法の円形状に切り抜いた画像が設定される。
【００５５】
　設定画面ＲＳ３にて、各欄ＲＳ３１～ＲＳ３６の項目が入力及び設定された後、進むキ
ーＦＫが押下されると、図９に示す身体活動レベルの設定画面ＲＳ４が表示される。
　この設定画面ＲＳ４には、身体活動レベルの選択欄ＲＳ４１～ＲＳ４３、戻るキーＢＫ
及びスキップキーＫＫが設定されている。なお、スキップキーＫＫが押下されると、身体
活動レベルの設定がスキップされ、他の画面に遷移される。
　選択欄ＲＳ４１には「Ｌｅｖｅｌ：１」との文字と「１日座っていることが多く、あま
り運動しない」旨の説明文（図示省略）とが表記されている。選択欄ＲＳ４２には「Ｌｅ
ｖｅｌ：２」との文字と「１日座っていることが多いが、立ち仕事、買い物、家事や軽い
運動も行う」旨の説明文（図示省略）とが表記されている。選択欄ＲＳ４３には「Ｌｅｖ
ｅｌ：３」との文字と「移動や立って作業をしていることが多い」旨の説明文（図示省略
）とが表記されている。
　上記選択欄ＲＳ４１～ＲＳ４３のうち、いずれかが選択されると、図１０に示すように
、選択された選択欄にチェックマークが付されるとともに、上記スキップキーＫＫが進む
キーＦＫに置き換わる。
【００５６】
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　設定画面ＲＳ４にて、進むキーＦＫが押下されると、図１１に示すダイエットオプショ
ンを有効にするか否かの選択画面ＲＳ５が表示される。
　この選択画面ＲＳ５には、「ダイエットオプションを有効にする」旨の説明文が表記さ
れた選択欄ＲＳ５１と、「ダイエットオプションを無効にする」旨の説明文が表記された
選択欄ＲＳ５２とが設定されている。これら選択欄ＲＳ５１，ＲＳ５２は、いずれか一方
のみを選択可能な選択欄である。
　なお、選択欄ＲＳ５１が選択されると、計測情報管理プログラムにより、標準的なダイ
エットプログラム、例えば、図８に示した設定画面ＲＳ３で入力された情報に基づく月１
％の減量を図るダイエットプログラムが組まれる。一方、選択欄ＲＳ５２が選択されると
、現状維持の体重を維持するダイエットプログラムが組まれる。
【００５７】
　このようなアカウント登録に関する画面ＲＳ１～ＲＳ５では、現在の使用者の体重を設
定した後、選択画面ＲＳ５でダイエットプログラムを有効にするか否かを設定する直前に
、設定画面ＲＳ４で使用者の身体活動レベルを選択させている。これにより、使用者に自
身の身体情報と、身体活動レベル（換言すると生活習慣）とを認識させた上で、ダイエッ
トを実施するか否かを選択させるように構成されているので、当該ダイエットプログラム
を有効にする選択欄ＲＳ５１を選択させやすくすることができる。
　また、詳細な項目を設定しなくても、比較的簡易な項目を設定することで、暫定的なダ
イエットプログラムが組まれることにより、使用者の手間を省略できる。
【００５８】
　なお、選択画面ＲＳ５の表示の後、図示を省略するが、表示制御部３６２は、計測装置
２とのペアリングを実行する画面、及び、ダイエットプログラムを紹介するガイダンス画
面を表示手段３１に表示させる。そして、ガイダンス画面による紹介が終了すると、メイ
ン画面ＭＳが表示される。
【００５９】
　［メイン画面］
　図１２～図３２は、メイン画面ＭＳ及び各詳細画面の一例をそれぞれ示す図である。
　上記選択画面ＲＳ５にて、選択欄ＲＳ５１，ＲＳ５２のいずれかが選択された後、進む
キーＦＫが入力された場合や、上記ログイン画面ＬＳからログインされた場合には、図１
２に示すメイン画面ＭＳが表示される。
　このメイン画面ＭＳは、使用者の精神及び行動を示す画面である。具体的に、メイン画
面ＭＳには、使用者の精神及び行動を示すドーナツ型グラフであるメーターＭ１～Ｍ５が
配置されるメーター配置領域ＬＡ、並びに、当該各項目の詳細表示領域ＤＦが設定されて
いる。この他、メイン画面ＭＳの四隅には、遷移キーＭＳ１，ＭＳ２、更新キーＭＳ３及
び編集キーＭＳ４がそれぞれ設定されている他、上部略中央には、各画面にて表示される
データの日付又は期間が表示される日付表示領域ＤＣが設定されている。
【００６０】
　これらのうち、メイン画面ＭＳの左上に配置された遷移キーＭＳ１は、使用者の詳細な
プロフィールを表示及び編集する画面に遷移させるキーである。
　右上に配置された遷移キーＭＳ２は、後述するイベント確認画面ＥＶ（図３７～図３９
参照）に遷移させるキーである。
　左下に配置された更新キーＭＳ３は、上記計測装置２から計測情報を受信して、記憶手
段３５に記憶された計測情報及びメイン画面ＭＳの表示内容を更新するキーである。
　右下に配置された編集キーＭＳ４は、後述する入力画面ＥＤ（図３４～図３６参照）に
遷移させるキーである。
【００６１】
　メーター配置領域ＬＡは、本発明のグラフ配置領域に相当する。このメーター配置領域
ＬＡには、それぞれ、使用者の興奮時間、運動時間、睡眠時間、摂取／消費カロリー、及
び、歩数を示すメーターＭ１～Ｍ５が設定されている。
　具体的に、メーター配置領域ＬＡには、メイン画面ＭＳの奥行方向における所定位置を
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中心とする仮想円上にメーターＭ１～Ｍ５がそれぞれ等間隔に配置され、当該仮想円の直
径方向から見て最も近い位置のメーターが大きく表示されている。例えば、図１２では、
使用者の興奮状態を示すストレスメーターＭ１が大きく表示され、当該ストレスメーター
Ｍ１から左回りに、運動時間を示す運動メーターＭ２、睡眠時間を示す睡眠メーターＭ３
、摂取／消費カロリーを示すカロリーメーターＭ４、及び、歩数を示す歩数メーターＭ５
が配置されている。なお、各メーターの配列は、上記に限定されるものではなく、適宜変
更可能である。
【００６２】
　すなわち、図１２の例では、メーター配置領域ＬＡの中央にストレスメーターＭ１が配
置され、当該ストレスメーターＭ１の右側及び左側にそれぞれ隣接して運動メーターＭ２
及び歩数メーターＭ５が配置されている。これらメーターＭ２，Ｍ５に挟まれるように、
睡眠メーターＭ３及びカロリーメーターＭ４が配置されている。
　換言すると、メーター配置領域ＬＡの奥行方向において、最も手前側の位置である第１
位置Ｐ１に位置するメーター（第１メーター）であるメーターＭ１が最も大きく表示され
る。そして、第１位置Ｐ１より奥行側の位置である第２位置Ｐ２及び第３位置Ｐ３に位置
するメーター（第２メーター）であるＭ２，Ｍ５が、それぞれメーターＭ１より小さく表
示される。更に、第２位置Ｐ２より更に奥行側の位置である第４位置Ｐ４及び第５位置Ｐ
５に位置するメーター（第３メーター）であるメーターＭ３，Ｍ４が、メーターＭ２，Ｍ
５より更に小さく表示される。
【００６３】
　そして、メーターＭ２～Ｍ５は、メーターＭ１よりも薄い色であり、高い透過度及び高
い透明度で表示される。具体的に、上記第１位置Ｐ１に位置するメーターＭ１は、濃い色
、並びに、低い透過率及び低い透明度で明確に表示される一方で、第１位置Ｐ１より奥側
に位置する第２位置Ｐ２～第５位置Ｐ５に位置するメーターＭ２～Ｍ５は、薄い色、並び
に、高い透過度及び高い透明度でぼんやりと表示される。なお、薄い色とは、階調が白に
近い色を示し、濃い色とは、階調が黒に近い色を示す。また、透過度及び透明度が高いと
は、メーターが霞んで見える状態を示し、透過度及び透明度が低いとは、メーターが明確
に見える状態を示す。
【００６４】
　上記各位置Ｐ１～Ｐ５を説明すると、画面を平面的に見た場合に、第３位置Ｐ３は、第
１位置Ｐ１を基準として第２位置Ｐ２とは反対側の位置であり、第５位置Ｐ５は、第１位
置Ｐ１を基準として第４位置Ｐ４とは反対側の位置である。すなわち、図１２の例では、
第１位置Ｐ１にメーターＭ１が、第２位置Ｐ２にメーターＭ２が、第３位置Ｐ３にメータ
ーＭ５が、第４位置Ｐ４にメーターＭ３が、第５位置Ｐ５にメーターＭ４が配置されてい
る。
【００６５】
　上記各位置Ｐ１～Ｐ５におけるメーターの表示サイズは、第１位置Ｐ１＞第２位置Ｐ２
及び第３位置Ｐ３＞第４位置Ｐ４及び第５位置Ｐ５であり、第２位置Ｐ２及び第３位置Ｐ
３の各メーターの表示サイズは同じであり、第４位置Ｐ４及び第５位置Ｐ５の各メーター
の表示サイズは同じである。各位置Ｐ１～Ｐ５におけるメーターの色の濃さ、透過度及び
透明度についても同様で、第１位置Ｐ１のメーターがもっとも視認しやすく表示され、第
２位置Ｐ２及び第３位置Ｐ３のメーターは、第４位置Ｐ４及び第５位置Ｐ５のメーターよ
りも視認しやすく表示される。
【００６６】
　このように構成することで、メイン画面ＭＳでは、第１メーターだけでなく、当該第１
位置Ｐ１より奥側に位置する第２メーター及び第３メーターを表示しながらも、第１メー
ターの視認性に影響を及ぼすことがない。このことから、メイン画面ＭＳの表示領域が小
さくても、一度に全てのメーターＭ１～Ｍ５を確認できる。この際、奥側に位置する第２
メーター及び第３メーターは、第１メーターに比べて薄く表示されるので、当該第１メー
ターを注視できる。また、メーターＭ１とメーターＭ２～Ｍ５とは、透明度及び透過度を
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変えて表示されている。このように表示することで、複数のメーターを表示させながらも
、メーターＭ１を確認しやすい画面を提供できる。
　また、第２メーターと第１メーターとが重なる面積は、第３メーターと第１メーターと
が重なる面積よりも小さい。これにより、第２位置Ｐ２及び第３位置Ｐ３の各メーターの
情報が、第４位置Ｐ４及び第５位置Ｐ５のメーターよりも視認性良く表示されるので、ユ
ーザーが第１メーターを確認しながら、第２位置Ｐ２及び第３位置Ｐ３の各メーターの概
要を確認しやすくすることができる。
【００６７】
　なお、このような表示形式に限らず、第１位置Ｐ１～第５位置Ｐ５の各メーターの表示
サイズは、それぞれ同じであってもよく、それぞれ異なっていてもよい。例えば、第２位
置Ｐ２及び第３位置Ｐ３のメーターの表示サイズは、それぞれ異なっていてもよく、第４
位置Ｐ４及び第５位置Ｐ５のメーターの表示サイズは、それぞれ異なっていてもよい。
　更に、第１位置Ｐ１～第５位置Ｐ５の各メーターの色の濃さ、透過度及び透明度は、そ
れぞれ同じであってもよく、それぞれ異なっていてもよい。例えば、第２位置Ｐ２及び第
３位置Ｐ３に配置された各メーターの色の濃さ、透過度及び透明度は、それぞれ異なって
いてもよく、第４位置Ｐ４及び第５位置Ｐ５の各メーターの色の濃さ、透過度及び透明度
は、それぞれ異なっていてもよい。更に、第２位置Ｐ２及び第３位置Ｐ３の各メーターと
、第４位置Ｐ４及び第５位置Ｐ５の各メーターとの間で、色の濃さ、透過度及び透明度が
異なっていてもよい。
【００６８】
　このようなメーターＭ１～Ｍ５が表示されるメーター配置領域ＬＡにて、右側から左側
にフリック又はドラッグする操作が行われると、第１メーターに対して右側に位置する第
２メーターが第１位置Ｐ１に移動し、当該第１位置Ｐ１に位置していたメーターは、平面
的に見て第１位置Ｐ１を基準として第２位置Ｐ２の反対側に位置する第３位置Ｐ３（つま
りフリック操作等の操作方向にあるメーターの表示位置）に移動する。そして、操作前に
第３位置Ｐ３にあったメーターは、当該第３位置Ｐ３と隣接する第５位置Ｐ５に移動し、
操作前に第５位置Ｐ５にあったメーターは、当該第５位置Ｐ５と隣接する第４位置Ｐ４に
移動する。更に、操作前に第４位置Ｐ４にあったメーターは、当該第４位置Ｐ４に隣接す
る第２位置Ｐ２に移動する。一方、メーター配置領域ＬＡにて、左側から右側にフリック
又はドラッグする操作が行われると、上記とは逆に各メーターが移動し、左側の第２メー
ターが第１位置Ｐ１に移動する。
【００６９】
　例えば、図１２に示すメイン画面ＭＳが表示されている状態で、メーター配置領域ＬＡ
にて右側から左側にフリック又はドラッグする操作（切替操作）が行われた場合には、図
１３に示すように、第１メーターがストレスメーターＭ１から運動メーターＭ２に切り替
わる。つまり、表示される情報の種類（項目）が変更され、対応する項目情報が表示され
る。このような切替操作が行われる毎に、図１４～図１６に示すように、第１メーターが
、睡眠メーターＭ３、カロリーメーターＭ４及び歩数メーターＭ５に切り替わり、更に同
様の切替操作が行われると、ストレスメーターＭ１が第１位置Ｐ１に位置するようになる
。
　一方、図１２に示すメイン画面ＭＳが表示されている状態で、メーター配置領域ＬＡに
て左側から右側への切替操作が行われた場合には、上記とは逆方向に第１メーターが切り
替わり、図１６に示したように、第１メーターが歩数メーターＭ５となる。
　なお、上記切替操作が素早く行われた場合や、長い距離を移動するように行われた場合
には、各メーターの配置を２つ分ずらしてもよい。例えば、図１２に示したメイン画面Ｍ
Ｓの表示時に当該操作が行われると、睡眠メーターＭ３が第１位置Ｐ１に移動されてもよ
い。
【００７０】
　このような操作にて第１メーターが切り替わる際には、大きく表示されたメーターが第
１位置Ｐ１に位置する。例えば、右側から左側への切替操作が行われた場合には、第１メ
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ーター及び右側の第２メーター（第２位置Ｐ２のメーター）がそれぞれ左側に移動すると
ともに、当該第１メーターは小さく、当該第２メーターは大きく表示される。
　この際、第１メーターより第２メーターが大きくなる前に上記切替操作が中断されると
、第１メーター及び第２メーターは元の位置に戻る。
　一方、第１メーターより第２メーターが大きくなるまで上記切替操作が継続されると、
当該第１メーターは左側の第２メーター（第３位置Ｐ３のメーター）となり、当該第２メ
ーターは第１メーターに切り替わる。
【００７１】
　このようなメイン画面ＭＳの初回表示時には、ストレスメーターＭ１が第１位置に位置
する状態で表示される。
　また、ログイン画面ＬＳやメイン画面ＭＳの表示時に、メーターＭ１～Ｍ５のうち、第
１位置に位置するメーターを予め設定することも可能である。例えば、アプリケーション
を初めて起動する場合には、デフォルトのメーターを第１位置に表示し、後述のログイン
処理の完了後やログイン状態を継続することをユーザーが選択した場合には、ログイン画
面ＬＳにおいて使用者の計測情報を反映させたメーターを第１位置に表示してもよい。
　また、情報が更新されたメーターや、ユーザーに報知が必要と判断されたメーターを第
１位置に表示するように構成してもよい。例えば、目標をクリアした場合に、それに対応
するメーターを第１位置に表示させるように構成してもよい。
【００７２】
　なお、表示制御部３６２による上記メイン画面ＭＳの表示は、予め以下の処理が行われ
た上で、実施される。
　すなわち、情報端末３では、まず、主制御部３６１が、通信制御部３６３及び通信手段
３３により、計測装置２又はサーバー５から上記計測情報を取得する。そして、当該計測
情報及び使用者情報等に基づいて、計算部３６５が、各メーターＭ１～Ｍ５により示され
る各種情報（項目情報）を計算及び生成する。この後、表示制御部３６２が、生成された
情報に基づいて、複数のメーターＭ１～Ｍ５を生成し、更に、メイン画面ＭＳのメーター
配置領域ＬＡに、当該メーターＭ１～Ｍ５を配置する。この際、上記第４位置及び第５位
置のメーターに対して第２位置及び第３位置のメーターの一部が重なり、また、第２位置
及び第３位置のメーターに対して第１位置のメーターの一部が重なるように、各メーター
Ｍ１～Ｍ５を配置する。これにより、メイン画面ＭＳが生成及び表示される。
　このようにして上記メーターＭ１～Ｍ５が含まれるメイン画面ＭＳが表示されることに
より、使用者に複数の観点から客観的に自身の生活を観察させることができ、使用者の生
活の質の向上に役立てることができる。
【００７３】
　［興奮時間の表示］
　次に、興奮時間の表示について説明する。
　メイン画面ＭＳを操作して、ストレスメーターＭ１を第１位置に移動させると、図１２
に示したメイン画面ＭＳが表示される。
　このメイン画面ＭＳにおけるストレスメーターＭ１は、運動時興奮時間と非運動時興奮
時間とを示すバランスメーターであり、円の下端が分断されたドーナツ型グラフである。
このストレスメーターＭ１は、上端の基準点ＢＰから反時計回りの延出量により運動時興
奮時間を示し、当該基準点ＢＰから時計回りの延出量により非運動時興奮時間を示してい
る。
　このストレスメーターＭ１においては、運動時興奮時間が濃青色で描画され、非運動時
興奮時間が淡青色で描画される。すなわち、ストレスメーターＭ１では、運動時興奮時間
及び非運動時興奮時間は、同系色の濃淡や階調により識別可能に表示される。このような
ストレスメーターＭ１の中央には、当日の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間の合計値
が示される。
【００７４】
　詳細表示領域ＤＦには、上記運動時興奮時間（「ＰＨＹＳＩＣＡＬ」との語の後に表示
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される時間）と、上記非運動時興奮時間（「ＭＥＮＴＡＬ」との語の後に表示される時間
）とが設定される。
　これらストレスメーターＭ１及び詳細表示領域ＤＦの表示内容は、興奮時間計算部３６
５１による計算結果に基づいて、表示制御部３６２によって生成及び表示される。
【００７５】
　図１２に示したメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦがタップ又はクリックされ
ると、図１７に示す興奮時間に関する日詳細画面ＤＳ１１が表示される。この日詳細画面
ＤＳ１１は、興奮時間に関する日単位の詳細画面であり、当該日詳細画面ＤＳ１１には、
表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが配置されている。
　具体的に、日詳細画面ＤＳ１１では、メーター配置領域ＬＡは縮小されて、当該メータ
ー配置領域ＬＡの上側に表示切替欄ＳＷが設定され、詳細表示領域ＤＦが上側に拡大され
る。更に、日詳細画面ＤＳ１１では、遷移キーＭＳ１，ＭＳ２に挟まれるように配置され
て現在日付を表示する日付表示領域ＤＣの左右に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が設定さ
れる。このように表示されることで、必要に応じて使用者に詳細情報を提供できる。
【００７６】
　日詳細画面ＤＳ１１が表示されると、メーター配置領域ＬＡでは、左右の第２メーター
である歩数メーターＭ５及び運動メーターＭ２がより外側に移動し、メーターＭ３，Ｍ４
が表示領域外に移動する。この際、メーターＭ５，Ｍ２に設定された透過率は解除される
。更に、ストレスメーターＭ１が縮小されて、当該メーターＭ５，Ｍ２と同じ大きさとな
って、当該メーターＭ５，Ｍ２の間に配置される。そして、メーターＭ１内に配置されて
いたシンボルマーク（ストレスメーターＭ１のシンボルマークであるハート型のシンボル
マーク）ＳＭが、当該メーターＭ１の外側で、かつ、上側の位置に移動される。このよう
に表示されることで、ストレスメーターＭ１が縮小されても、当該メーターＭ１内の数字
を、より大きく表示できる。
　また、ストレスメーターＭ１の中央には、データを表示する日付の運動時興奮時間及び
非運動時興奮時間の合計値が表示される。
【００７７】
　詳細表示領域ＤＦには、上記運動時興奮時間及び非運動時興奮時間が表示される他、こ
れらの上部に、日付表示領域ＤＣに表示された日付の午前０時からの時間軸ＡＸが設定さ
れ、当該時間軸ＡＸ上に脈拍数の変化を示すグラフＧ１１が示される。そして、当該グラ
フＧ１１において、運動時興奮時間及び非運動時興奮時間と判定された時刻の範囲が、上
記ストレスメーターＭ１と同様の同系色の濃淡（すなわち、濃青色及び淡青色）で表され
る。このグラフＧ１１が表示されるグラフ領域には「０００００ｂｐｍ」と描画された箇
所が２つある。これらのうち、下側の箇所には、計測装置２による計測範囲の下限値が設
定され、上側の箇所には、表示されるグラフＧ１１における最大値が設定される。
　このような日詳細画面ＤＳ１１の表示時に、左側を向くカーソルキーＣＫ１が入力され
ると、前日の日詳細画面ＤＳ１１が表示される。更にカーソルキーＣＫ１が入力されると
、更に前日の日詳細画面ＤＳ１１が表示される。また、右側を向くカーソルキーＣＫ２が
入力されると、翌日に日詳細画面ＤＳ１１が表示される。このように表示されることで、
１日の使用者のストレス状況を容易に把握できる。
【００７８】
　表示切替欄ＳＷには、「Ｄａｙ」、「Ｗｅｅｋ」及び「Ｍｏｎｔｈ」と表記された領域
ＳＷ１～ＳＷ３が設定され、それぞれ、日単位の日詳細画面ＤＳ１１と、直近の週単位の
詳細画面である週詳細画面ＤＳ１２（図１８参照）と、直近の月単位の詳細画面である月
詳細画面ＤＳ１３（図１９参照）とを切り替える操作を受け付ける。なお、表示切替欄Ｓ
Ｗには、現在表示されている詳細画面の種別を示す印が設定される。すなわち、日詳細画
面ＤＳ１１が表示されている場合には、領域ＳＷ１に下線のような画像が設定され、週詳
細画面ＤＳ１２が表示されている場合には、領域ＳＷ２に下線が設定され、更に、月詳細
画面ＤＳ１３が表示されている場合には、領域ＳＷ３に下線が設定される。
【００７９】
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　そして、「Ｗｅｅｋ」と表記された領域ＳＷ２が入力されると、図１８に示す週詳細画
面ＤＳ１２が表示される。この週詳細画面ＤＳ１２は、興奮時間に関する当週の詳細画面
である。この週詳細画面ＤＳ１２には、上記表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び
詳細表示領域ＤＦが設定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置されたストレスメーターＭ１は、直近の一
週間（７日間）分の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間を示すメーターとなり、当該メ
ーターＭ１の中央には、当該直近の一周間分の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間の合
計値が表示される。
【００８０】
　詳細表示領域ＤＦには、前述のグラフＧ１１に代えて、日付表示領域ＤＣに表示された
期間の時間軸ＡＸから上側への延出量によって直近の一週における日毎の運動時興奮時間
を示し、当該時間軸ＡＸから下側への延出量によって直近の一週における日毎の非運動時
興奮時間を示すグラフＧ１２が表示される。このグラフＧ１２では、最も右側の位置に、
当日の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間を示すグラフが設定される。なお、グラフＧ
１２が表示されるグラフ領域には「００：００」と描画された箇所が２つある。これらの
うち、下側の箇所には、表示されるグラフＧ１２における非運動時興奮時間の最大値が設
定され、上側の箇所には、当該グラフＧ１２における運動時興奮時間の最大値が設定され
る。
　また、詳細表示領域ＤＦに表示される運動時興奮時間及び非運動時興奮時間は、直近の
一週間における日毎の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間の合計値である。
　このような週詳細画面ＤＳ１２の表示時に、左側を向くカーソルキーＣＫ１が入力され
ると、直近の日曜日又は月曜日を初日とする週の週詳細画面ＤＳ１２が表示される。更に
カーソルキーＣＫ１が入力されると、更に前週の週詳細画面ＤＳ１２が表示される。また
、右側を向くカーソルキーＣＫ２が入力されると、翌週の週詳細画面ＤＳ１２が表示され
る。このように表示されることで、直近１週間の自分のストレス状態を把握しながら、週
を振り返る契機を使用者に提供できる。
【００８１】
　「Ｍｏｎｔｈ」と表記された領域ＳＷ３が入力されると、図１９に示す月詳細画面ＤＳ
１３が表示される。この月詳細画面ＤＳ１３は、興奮時間に関する当月の詳細画面である
。この月詳細画面ＤＳ１３には、上記表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表
示領域ＤＦが設定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置されたストレスメーターＭ１は、直近の一
ヶ月分（３０日間又は３１日間）の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間を示すメーター
となり、当該メーターＭ１の中央には、当該直近の一ヶ月分の運動時興奮時間及び非運動
時興奮時間の合計値が表示される。このように表示されることで、直近１ヶ月の日々のス
トレスバランス、すなわち、身体的ストレスと精神的ストレスとのバランスを、日毎に比
較しながら把握できる。
【００８２】
　詳細表示領域ＤＦには、前述のグラフＧ１２と同様に、日付表示領域ＤＣに表示された
期間の時間軸ＡＸから上側への延出量によって直近の一ヶ月における日毎の運動時興奮時
間を示し、当該時間軸ＡＸから下側への延出量によって直近の一ヶ月における日毎の非運
動時興奮時間を示すグラフＧ１３が表示される。このグラフＧ１３では、最も右側の位置
に、当日の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間を示すグラフが設定される。このグラフ
Ｇ１３が表示されるグラフ領域において「００：００」と描画された２箇所に設定される
値は、上記グラフＧ１２が表示されるグラフ領域と同様である。
　なお、週詳細画面ＤＳ１２から月詳細画面ＤＳ１３に切り替わる際には、グラフＧ１２
が右側にまとめられた後、空いたスペースの左側から残りの日の運動時興奮時間及び非運
動時興奮時間が示されるグラフが設定されるアニメーションが表示される。これは、後述
する週詳細画面ＤＳ２２，ＤＳ３２，ＤＳ４２，ＤＳ５２から月詳細画面ＤＳ２３，ＤＳ
３３，ＤＳ４３，ＤＳ５３への切替時においても同様である。
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【００８３】
　また、詳細表示領域ＤＦに表示される運動時興奮時間及び非運動時興奮時間は、直近の
一ヶ月における日毎の運動時興奮時間及び非運動時興奮時間の合計値である。
　このような月詳細画面ＤＳ１３の表示時に、左側を向くカーソルキーＣＫ１が入力され
ると、直近の１日（月の初日）から始まる月詳細画面ＤＳ１３が表示される。更にカーソ
ルキーＣＫ１が入力されると、更に前月の月詳細画面ＤＳ１３が表示される。また、右側
を向くカーソルキーＣＫ２が入力されると、翌月の月詳細画面ＤＳ１３が表示される。
【００８４】
　なお、これら日詳細画面ＤＳ１１、週詳細画面ＤＳ１２及び月詳細画面ＤＳ１３のうち
のいずれかが表示されている状態で、情報端末３が横向きに傾けられると、対応するグラ
フが拡大して表示される。
　例えば、日詳細画面ＤＳ１１の表示時に、情報端末３が横向きに傾けられると、図２０
に示すように、日詳細画面ＤＳ１１に含まれていたグラフＧ１１が上下左右に拡大された
画面ＤＳ１４が表示される。このように表示されることで、情報端末３の画面が小さくて
も、より詳細な時系列的な変化を容易に確認できる。
【００８５】
　［運動時間の表示］
　次に、運動時間の表示について説明する。
　メイン画面ＭＳを操作して、運動メーターＭ２を第１位置に移動させると、図１３に示
したメイン画面ＭＳが表示される。
　この運動メーターＭ２は、上端の基準点ＢＰを起点とする時計回りの延出量によって運
動時間（通常運動時間及びゾーン内運動時間）を示すドーナツ型グラフである。この運動
メーターＭ２では、起点に近い側にゾーン内運動時間が設定される。この際、通常運動時
間はピンク色で描画され、ゾーン内運動時間は紫色で描画される。すなわち、運動メータ
ーＭ２では、上記ストレスメーターＭ１と同様に、運動時間は同系色の濃淡や階調により
識別可能に表示される。
　また、運動メーターＭ２には、上記ダイエットプログラムによって設定された目標値が
当該メーターＭ２の直径方向に延びる直線Ｓによって示されている。そして、運動メータ
ーＭ２の中央には、当日の運動時間の合計値が示されている。このように表示されること
で、現在の運動合計時間、ゾーン内運動時間、及び、目標に対する達成度合いを一度に確
認でき、自分が行なった運動の効果を直感的に把握できる。
　運動メーターＭ２が第１位置に位置するメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦに
は、通常運動時間（「ＡＣＴＩＶＩＴＹ」との語の後に表示される時間）及びゾーン内運
動時間（「ＺＯＮＥ」との語の後に表示される時間）が表示される。このように表示され
ることで、具体的な実施状況を確認できる。
【００８６】
　図１３に示したメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦがタップ又はクリックされ
ると、図２１に示す運動時間に関する日詳細画面ＤＳ２１が表示される。
　この日詳細画面ＤＳ２１は、運動時間に関する日単位の詳細画面である。この日詳細画
面ＤＳ２１には、日詳細画面ＤＳ１１と同様に、表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ
及び詳細表示領域ＤＦが配置されている。このように表示されることで、必要に応じて使
用者に詳細情報を提供できる。
【００８７】
　日詳細画面ＤＳ２１が表示されると、メーター配置領域ＬＡでは、日詳細画面ＤＳ１１
と同様に、運動メーターＭ２が縮小され、当該運動メーターＭ２の左右に位置するメータ
ーＭ１，Ｍ３と同じ大きさとなって、当該メーターＭ１，Ｍ３の間に配置される。そして
、メーターＭ２内に配置されていたシンボルマークＳＭが、当該メーターＭ２の外側で、
かつ、上側の位置に移動される。このように表示されることで、上記と同様に、運動メー
ターＭ２が縮小されても、当該メーターＭ２内の数字をより大きく表示できる。また、運
動メーターＭ２の中央には、当日の運動時間の合計値が表示される。
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【００８８】
　詳細表示領域ＤＦには、通常運動時間及びゾーン内運動時間が表示される他、これらの
上部に、日付表示領域ＤＣに表示された日付の午前０時からの時間軸ＡＸが設定され、当
該時間軸ＡＸ上に脈拍数の変化を示すグラフＧ２１が示される。そして、当該グラフにお
いて、通常運動時間及びゾーン内運動時間として計算された時刻の範囲が、上記運動メー
ターＭ２と同様の同系色の濃淡で表される。このグラフＧ２１が表示されるグラフ領域に
おいて「０００００ｂｐｍ」と描画された２箇所に設定される値は、上記グラフＧ１１が
表示されるグラフ領域と同様である。
　このような日詳細画面ＤＳ２１の表示時に、左側を向くカーソルキーＣＫ１が入力され
ると、前日の日詳細画面ＤＳ２１が表示される。更にカーソルキーＣＫ１が入力されると
、更に前日の日詳細画面ＤＳ２１が表示される。また、右側を向くカーソルキーＣＫ２が
入力されると、翌日に日詳細画面ＤＳ２１が表示される。このように表示されることで、
使用者が実施した１日の運動を容易に把握できる。
【００８９】
　表示切替欄ＳＷにおける領域ＳＷ２が入力されると、図２２に示す週詳細画面ＤＳ２２
が表示される。この週詳細画面ＤＳ２２は、運動時間に関する週単位の詳細画面である。
この週詳細画面ＤＳ２２には、表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域
ＤＦが設定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置された運動メーターＭ２は、直近の一週間
分の通常運動時間の合計値及びゾーン内運動時間の合計値を示すメーターとなり、当該メ
ーターＭ２の中央に表示される値は、当該直近の一周間分の運動時間の合計値となる。
【００９０】
　詳細表示領域ＤＦには、前述のグラフＧ２１に代えて、日付表示領域ＤＣに表示された
期間の時間軸ＡＸが設定され、当該時間軸ＡＸから上側に、通常運動時間及びゾーン内運
動時間を日毎に積み上げた積み上げ型のグラフＧ２２が表示される。このグラフＧ２２で
は、最も右側の位置に、当日の運動時間が示される。なお、グラフＧ２２が表示されるグ
ラフ領域には「００：００」と描画された箇所があるが、当該箇所には、表示されるグラ
フＧ２２により示される各日の合計値（通常運動時間及びゾーン内運動時間の合計値）の
うちの最大値が設定される。
【００９１】
　また、詳細表示領域ＤＦに表示される通常運動時間及びゾーン内運動時間は、直近の一
週間における日毎の通常運動時間及びゾーン内運動時間の合計値である。
　このような週詳細画面ＤＳ２２の表示時に、左側を向くカーソルキーＣＫ１が入力され
ると、直近の日曜日又は月曜日を初日とする週の週詳細画面ＤＳ２２が表示される。更に
カーソルキーＣＫ１が入力されると、更に前週の週詳細画面ＤＳ２２が表示される。また
、右側を向くカーソルキーＣＫ２が入力されると、翌週の週詳細画面ＤＳ２２が表示され
る。このように表示されることで、直近１週間に実施した運動量を把握しながら、週を振
り返る契機を使用者に提供できる。また、ゾーン内運動時間とそれ以外の運動時間とのバ
ランスを把握できるので、運動の効率を直感的に把握できる。
【００９２】
　上記日詳細画面ＤＳ２１及び週詳細画面ＤＳ２２のいずれかが表示されている状態で、
上記領域ＳＷ３が入力されると、図２３に示す月詳細画面ＤＳ２３が表示される。この月
詳細画面ＤＳ２３は、運動時間に関する月単位の詳細画面である。この月詳細画面ＤＳ２
３には、表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが設定されている
。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置された運動メーターＭ２は、直近の一ヶ月
分の通常運動時間及びゾーン内運動時間を示すメーターとなり、当該メーターＭ２の中央
には、当該直近の一ヶ月分の運動時間の合計値が表示される。このように表示されること
で、直近１ヶ月間に実施した運動を、日毎に比較しながら把握できる。
【００９３】
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　詳細表示領域ＤＦには、上記グラフＧ２２と同様に、日付表示領域ＤＣに表示された期
間の時間軸ＡＸが設定され、当該時間軸ＡＸから上側への延出量によって直近の一ヶ月に
おける日毎の通常運動時間及びゾーン内運動時間を示す積み上げ型のグラフＧ２３が表示
される。このグラフＧ２３では、最も右側の位置に、当日の運動時間が示される。このグ
ラフＧ２３が表示されるグラフ領域において「００：００」と描画された箇所に設定され
る値は、上記グラフＧ２２が表示されるグラフ領域と同様である。
　また、詳細表示領域ＤＦに表示される通常運動時間及びゾーン内運動時間は、直近の一
ヶ月における日毎の通常運動時間及びゾーン内運動時間の合計値である。
【００９４】
　このような月詳細画面ＤＳ３３の表示時に、左側を向くカーソルキーＣＫ１が入力され
ると、直近の１日を初日とする月の月詳細画面ＤＳ２３が表示される。更にカーソルキー
ＣＫ１が入力されると、更に前月の月詳細画面ＤＳ２３が表示される。また、右側を向く
カーソルキーＣＫ２が入力されると、翌月の月詳細画面ＤＳ２３が表示される。
　なお、各詳細画面ＤＳ２１～ＤＳ２３のうちのいずれかが表示されている状態で、情報
端末３が横向きに傾けられると、上記のように、対応するグラフが拡大して表示される。
このように表示されることで、情報端末３の画面が小さくても、より詳細な時系列的な変
化を容易に確認できる。
【００９５】
　［睡眠時間の表示］
　次に、睡眠時間の表示について説明する。
　メイン画面ＭＳを操作して、睡眠メーターＭ３を第１位置に移動させると、図１４に示
したメイン画面ＭＳが表示される。
　この睡眠メーターＭ３は、上端の基準点ＢＰを起点とする時計回りの延出量によって睡
眠時間（覚醒時間、浅い睡眠時間及び深い睡眠時間）を示すドーナツ型グラフである。こ
の睡眠メーターＭ３では、起点に近い側から順に、深い睡眠時間、浅い睡眠時間、覚醒時
間が設定される。この際、深い睡眠時間は淡青色で、浅い睡眠時間は深青色で、覚醒時間
は紫色で描画される。すなわち、睡眠メーターＭ３では、上記メーターＭ１，Ｍ２と同様
に、睡眠時間は同系色の濃淡や階調により識別可能に表示される。このような睡眠メータ
ーＭ３の中央には、当日の睡眠時間の合計値が示されている。このように表示されること
で、その日の睡眠の状態の概略を確認することが容易になる。
　このようなメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦには、深い睡眠時間（「ＤＥＥ
Ｐ　ＳＬＥＥＰ」との語の後に表示される時間）、浅い睡眠時間（「ＬＩＧＨＴ　ＳＬＥ
ＥＰ」との語の後に表示される時間）、覚醒時間（「ＡＷＡＫＥ」との語の後に表示され
る時間）が下から順に配置されて表示されている。詳細情報がこのように表示されること
で、その日の睡眠状態を具体的な数値で把握できる。
【００９６】
　図１４に示したメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦがタップ又はクリックされ
ると、図２４に示す睡眠時間に関する日詳細画面ＤＳ３１が表示される。
　この日詳細画面ＤＳ３１は、睡眠時間に関する当日の詳細画面である。この日詳細画面
ＤＳ３１には、上記日詳細画面ＤＳ１１，ＤＳ２１と同様に、表示切替欄ＳＷ、メーター
配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが配置されている。
【００９７】
　日詳細画面ＤＳ３１が表示されると、メーター配置領域ＬＡでは、上記日詳細画面ＤＳ
１１，ＤＳ２１と同様に、睡眠メーターＭ３は、当該睡眠メーターＭ３の左右に位置する
メーターＭ２，Ｍ４と同じ大きさに縮小された状態で、当該メーターＭ２，Ｍ４の間に配
置される。そして、メーターＭ３内に配置されていたシンボルマークＳＭが、当該メータ
ーＭ３の外側で、かつ、上側の位置に移動される。このように表示されることで、上記と
同様に、睡眠メーターＭ３が縮小されても、当該メーターＭ３内の数字を、より大きく表
示できる。また、睡眠メーターＭ３の中央には、当日の睡眠時間の合計値が表示される。
【００９８】
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　詳細表示領域ＤＦには、下から順に深い睡眠時間、浅い睡眠時間及び覚醒時間が表示さ
れる他、これらの上部に、睡眠時間と判定された期間内の時間軸ＡＸが設定され、当該時
間軸ＡＸ上に脈拍数の変化を示すグラフＧ３１が示される。そして、当該グラフＧ３１に
おいて、深い睡眠時間、浅い睡眠時間及び覚醒時間と判定された時刻の範囲が、上記メー
ターＭ３と同様の同系色の濃淡で表される。このグラフＧ３１が表示されるグラフ領域の
「０００００ｂｐｍ」と描画された２箇所に設定される値は、上記グラフＧ１１が表示さ
れるグラフ領域と同様である。
　このような日詳細画面ＤＳ３１の表示時に、左側を向くカーソルキーＣＫ１及び右側を
向くカーソルキーＣＫ２が押下された場合の動作は、上記日詳細画面ＤＳ１１，ＤＳ２１
の表示時と同様である。このように表示されることで、使用者の睡眠状態を時系列で分か
りやすく表現でき、睡眠中の自分の状態を使用者が把握しやすくなる。
【００９９】
　上記領域ＳＷ２が入力されると、図２５に示す週詳細画面ＤＳ３２が表示される。この
週詳細画面ＤＳ３２は、睡眠時間に関する週単位の詳細画面である。この週詳細画面ＤＳ
３２には、表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが設定されてい
る。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置された睡眠メーターＭ３は、直近の一週間
分の深い睡眠時間、浅い睡眠時間及び覚醒時間のそれぞれの合計値を示すメーターとなり
、当該メーターＭ３の中央に表示される値は、当該直近の一周間分の睡眠時間の合計値と
なる。
【０１００】
　詳細表示領域ＤＦには、前述のグラフＧ３１に代えて、日付表示領域ＤＣに表示された
期間の時間軸ＡＸから上側に、深い睡眠時間、浅い睡眠時間及び覚醒時間を日毎に積み上
げた積み上げ型のグラフＧ３２が表示される。このグラフＧ３２では、上記と同様に、最
も右側の位置に当日の睡眠時間が示される。また、詳細表示領域ＤＦに表示される各時間
は、それぞれ、直近の一週間における日毎の時間の合計値である。なお、グラフＧ３２が
表示されるグラフ領域において「００：００」と描画された箇所には、表示されるグラフ
Ｇ２２により示される各日の合計値（深い睡眠時間、浅い睡眠時間及び覚醒時間の合計値
）のうちの最大値が設定される。
　このような週詳細画面ＤＳ３２の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が入力された
場合の動作は、上記週詳細画面ＤＳ１２，ＤＳ２２の表示時と同様である。このように表
示されることで、直近１週間の睡眠状況を容易に把握できる。
【０１０１】
　上記日詳細画面ＤＳ３１及び週詳細画面ＤＳ３２のいずれかの表示時に、上記領域ＳＷ
３が入力されると、図２６に示す月詳細画面ＤＳ３３が表示される。この月詳細画面ＤＳ
３３は、睡眠時間に関する月単位の詳細画面であり、当該月詳細画面ＤＳ３３には、表示
切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが設定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置された睡眠メーターＭ３は、直近の一ヶ月
分の深い睡眠時間、浅い睡眠時間及び覚醒時間を示すメーターとなり、当該メーターＭ３
の中央には、当該直近の一ヶ月分の睡眠時間の合計値が表示される。
【０１０２】
　詳細表示領域ＤＦには、上記グラフＧ３２と同様に、日付表示領域ＤＣに表示された期
間の時間軸ＡＸから上側への延出量によって直近の一ヶ月における日毎の深い睡眠時間、
浅い睡眠時間及び覚醒時間を示す積み上げ型のグラフＧ３３が表示される。このグラフＧ
３３では、最も右側の位置に、当日の睡眠時間が示される。このグラフＧ３３が表示され
るグラフ領域において「００：００」と描画された箇所に設定される値は、上記グラフＧ
３２が表示されるグラフ領域と同様である。
　また、詳細表示領域ＤＦに表示される各時間は、直近の一ヶ月における日毎の各時間の
合計値である。このように表示されることで、直近一ヶ月の日々の睡眠履歴を俯瞰し、日
々の睡眠状態を簡単に比較できる。
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【０１０３】
　このような月詳細画面ＤＳ３３の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が入力された
場合の動作は、上記月詳細画面ＤＳ１３，ＤＳ２３の表示時と同様である。
　なお、各詳細画面ＤＳ３１～ＤＳ３３のうちのいずれかが表示されている状態で、情報
端末３が横向きに傾けられると、上記のように、対応するグラフが拡大して表示される。
このように表示が遷移されることで、情報端末３の画面が小さくても、より詳細な時系列
的な変化を容易に確認できる。
【０１０４】
　［摂取／消費カロリーの表示］
　次に、摂取／消費カロリーの表示について説明する。
　メイン画面ＭＳを操作して、カロリーメーターＭ４を第１位置に移動させると、図１５
に示したメイン画面ＭＳが表示される。
　このメイン画面ＭＳにおけるカロリーメーターＭ４は、上記ストレスメーターＭ１と同
様に、摂取カロリーと消費カロリーとを示すバランスメーターであり、円の下端が分断さ
れたドーナツ型グラフである。このカロリーメーターＭ４は、上端の基準点ＢＰから反時
計回りの延出量により消費カロリーを示し、当該基準点ＢＰから時計回りの延出量により
摂取カロリーを示している。この際、消費カロリーは橙色で描画され、摂取カロリーは黄
色で描画される。すなわち、カロリーメーターＭ４では、上記メーターＭ１～Ｍ３と同様
に、摂取／消費カロリーは同系色の濃淡や階調により識別可能に表示される。このような
カロリーメーターＭ４の中央には、当日の摂取カロリーと消費カロリーとの差分が示され
ている。
　このようなメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦには、消費カロリー（「ＣＡＬ
ＯＲＩＥ－ＯＵＴ」との語の後に表示される値）、及び、摂取カロリー（「ＣＡＬＯＲＩ
Ｅ－ＩＮ」との語の後に表示される値）が下から順に配置されて表示されている。
【０１０５】
　図１５に示したメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦがタップ又はクリックされ
ると、図２７に示す摂取／消費カロリーに関する日詳細画面ＤＳ４１が表示される。
　この日詳細画面ＤＳ４１は、摂取／消費カロリーに関する日単位の詳細画面である。こ
の日詳細画面ＤＳ４１には、上記日詳細画面ＤＳ１１～Ｄ３１と同様に、表示切替欄ＳＷ
、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが配置されている。
【０１０６】
　日詳細画面ＤＳ４１が表示されると、メーター配置領域ＬＡでは、上記日詳細画面ＤＳ
１１～ＤＳ３１と同様に、カロリーメーターＭ４は、当該カロリーメーターＭ４の左右に
位置するメーターＭ３，Ｍ５と同じ大きさに縮小され、当該メーターＭ３，Ｍ５の間に配
置される。そして、メーターＭ４内に配置されていたシンボルマークＳＭは、当該メータ
ーＭ４の外側で、かつ、上側の位置に移動される。このように表示されることで、カロリ
ーメーターＭ４が縮小されても、当該メーターＭ４内の数字を、より大きく表示できる。
また、カロリーメーターＭ４の中央には、当日の摂取カロリーと消費カロリーとの差分が
表示される。
【０１０７】
　詳細表示領域ＤＦには、下から順に消費カロリー及び摂取カロリーが表示される他、こ
れらの上部に、日付表示領域ＤＣに表示された日付の午前０時からの時間軸ＡＸが設定さ
れ、当該時間軸ＡＸ上に時系列で消費カロリー及び摂取カロリーを示したグラフＧ４１が
表示される。このグラフＧ４１では、時間軸ＡＸから上側への延出量により消費カロリー
が示され、当該時間軸ＡＸから下側への延出量により摂取カロリーが示される。このグラ
フＧ４１における摂取カロリーと消費カロリーとの色分けは、上記カロリーメーターＭ４
と同じである。このグラフＧ４１が表示されるグラフ領域には「０００００ｋｃａｌ」と
描画された箇所が２つある。これらのうち、下側の箇所には、当該グラフＧ４１により示
される摂取カロリーの最大値が設定され、上側の箇所には、当該グラフＧ４１により示さ
れる消費カロリーの最大値が設定される。
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　このような日詳細画面ＤＳ４１の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が入力された
場合の動作は、上記日詳細画面ＤＳ１１～ＤＳ３１の表示時と同様である。このように表
示されることで、１日の消費カロリーと摂取カロリーを時系列的に表示できるため、１日
の生活状態を容易に把握することができる。
【０１０８】
　上記領域ＳＷ２が入力されると、図２８に示す週詳細画面ＤＳ４２が表示される。この
週詳細画面ＤＳ４２は、摂取／消費カロリーに関する週単位の詳細画面である。この週詳
細画面ＤＳ４２には、表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが設
定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置されたカロリーメーターＭ４は、直近の一
週間分の摂取カロリー及び消費カロリーのそれぞれの合計値を示すメーターとなり、当該
メーターＭ４の中央に表示される値は、当該直近の一周間分の摂取カロリーと消費カロリ
ーとの差分となる。
【０１０９】
　詳細表示領域ＤＦには、前述のグラフＧ４１に代えて、日付表示領域ＤＣに表示された
期間の時間軸ＡＸから上側への延出量によって直近の一週における日毎の消費カロリーを
示し、当該時間軸ＡＸから下側への延出量によって直近の一週における日毎の摂取カロリ
ーを示すグラフＧ４２が表示される。このグラフＧ４２では、最も右側の位置に、当日の
摂取カロリー及び消費カロリーが示される。このグラフＧ４２が表示されるグラフ領域に
は「０００００ｋｃａｌ」と描画された箇所が２つある。これらのうち、下側の箇所には
、当該グラフＧ４１により示される各日の摂取カロリーの合計値のうちの最大値が設定さ
れ、上側の箇所には、当該グラフＧ４１により示される各日の消費カロリーの合計値のう
ちの最大値が設定される。
　このような週詳細画面ＤＳ４２の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が入力された
場合の動作は、上記週詳細画面ＤＳ１２～ＤＳ３２の表示時と同様である。このように表
示されることで、直近一週間の消費カロリー及び摂取カロリーの収支を容易に把握できる
ため、食生活を省みる契機を使用者に提供できる。また、目標に向けて、食生活に関する
短期的な分析情報を使用者に提供できる。
【０１１０】
　上記日詳細画面ＤＳ４１及び週詳細画面ＤＳ４２のいずれかの表示時に、上記領域ＳＷ
３が入力されると、図２９に示す月詳細画面ＤＳ４３が表示される。この月詳細画面ＤＳ
４３は、摂取／消費カロリーに関する月単位の詳細画面であり、当該月詳細画面ＤＳ４３
には、表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが設定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置されたカロリーメーターＭ４は、直近の一
ヶ月分の摂取カロリー及び消費カロリーを示すメーターとなり、当該メーターＭ４の中央
には、当該直近の一ヶ月分の摂取カロリーと消費カロリーとの差分が表示される。
【０１１１】
　詳細表示領域ＤＦには、上記グラフＧ４２と同様に、日付表示領域ＤＣに表示された期
間の時間軸ＡＸから上側への延出量によって直近の一ヶ月における日毎の消費カロリーを
示し、当該時間軸ＡＸから下側への延出量によって消費カロリーを示すグラフＧ４３が表
示される。このグラフＧ３３では、最も右側の位置に、当日の摂取カロリー及び消費カロ
リーが示される。このグラフＧ４３が表示されるグラフ領域において「０００００ｋｃａ
ｌ」と描画された２箇所に設定される値は、上記グラフＧ４２が表示されるグラフ領域と
同様である。
　また、詳細表示領域ＤＦに表示される各値は、直近の一ヶ月における摂取カロリーの合
計値及び消費カロリーの合計値である。このように表示されることで、直近一ヶ月の消費
カロリー及び摂取カロリーの収支を容易に把握できるため、食生活を省みる契機を使用者
に提供できる。また、目標に向けて、食生活に関する中期的な分析情報を使用者に提供で
きる。
【０１１２】
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　このような月詳細画面ＤＳ４３の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が入力された
場合の動作は、上記月詳細画面ＤＳ１３～ＤＳ３３の表示時と同様である。
　なお、各詳細画面ＤＳ４１～ＤＳ４３のうちのいずれかが表示されている状態で、情報
端末３が横向きに傾けられると、上記のように、対応するグラフが拡大して表示される。
このように表示が遷移されることで、情報端末３の画面が小さくても、より詳細な時系列
的な変化を容易に確認できる。
【０１１３】
　［歩数の表示］
　次に、歩数の表示について説明する。
　メイン画面ＭＳを操作して、歩数メーターＭ５を第１位置に移動させると、図１６に示
したメイン画面ＭＳが表示される。
　この歩数メーターＭ５は、上端の基準点ＢＰを起点とする時計回りの延出量によって、
通常の歩行による歩数（通常歩数）及び上記脂肪燃焼ゾーンでの歩行による歩数（ゾーン
内歩数）を示すドーナツ型グラフである。この歩数メーターＭ５では、起点に近い側から
順に、通常歩数、ゾーン内歩数が設定される。この際、通常歩数は淡緑色で描画され、ゾ
ーン内歩数は深緑色で描画される。すなわち、歩数メーターＭ５では、上記メーターＭ１
～Ｍ４と同様に、歩数は同系色の濃淡や階調により識別可能に表示される。このような歩
数メーターＭ５の中央には、当日の歩数（通常歩数及びゾーン内歩数）の合計値が示され
ている。このように表示されることで、使用者が一日で歩いた歩数を容易に確認できると
ともに、ゾーン範囲内歩数を確認できるので、脂肪燃焼のためにゾーン内歩数を増やすこ
とを自然に意識させることができる。
　このようなメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦには、ゾーン内歩数（「ＺＯＮ
Ｅ」との語の後に表示される値）及び通常歩数（「ＳＴＥＰ」との語の後に表示される時
間）が下から順に配置されて表示されている。このようにゾーン内歩数と通常歩数とを併
記した表示にすることで、脂肪燃焼に寄与した具体的な歩数を容易に把握でき、使用者の
やる気を促すことができる。
【０１１４】
　図１６に示したメイン画面ＭＳにおいて、詳細表示領域ＤＦがタップ又はクリックされ
ると、図３０に示す歩数に関する日詳細画面ＤＳ５１が表示される。
　この日詳細画面ＤＳ５１は、歩数に関する日単位の詳細画面である。この日詳細画面Ｄ
Ｓ５１には、上記日詳細画面ＤＳ１１～ＤＳ４１と同様に、表示切替欄ＳＷ、メーター配
置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが配置されている。
【０１１５】
　日詳細画面ＤＳ５１が表示されると、メーター配置領域ＬＡでは、上記日詳細画面ＤＳ
１１～ＤＳ４１と同様に、歩数メーターＭ５は、当該歩数メーターＭ５の左右に位置する
メーターＭ４，Ｍ１と同じ大きさに縮小された状態で、当該メーターＭ４，Ｍ１の間に配
置される。そして、メーターＭ５内に配置されていたシンボルマークＳＭが、当該メータ
ーＭ５の外側で、かつ、上側の位置に移動される。このように表示されることで、歩数メ
ーターＭ５が縮小されても、当該メーターＭ５内の数字を、より大きく表示できる。また
、歩数メーターＭ５の中央には、データを表示する日付の歩数の合計値が表示される。
【０１１６】
　詳細表示領域ＤＦには、下から順にゾーン内歩数及び通常歩数が表示される他、これら
の上部に、日付表示領域ＤＣに表示された日付の午前０時からの時間軸ＡＸに脈拍数の変
化を示すグラフＧ５Ａに重ねられ、当該グラフＧ５Ａと同じ時間軸ＡＸから上側への延出
量によって通常歩数及びゾーン内歩数が積み上げられたグラフＧ５１が示される。これら
グラフ５Ａ及びグラフＧ５１の時間軸ＡＸにより示される時刻は一致している。これらグ
ラフＧ５１が表示されるグラフ領域において「０００００ｓｔｅｐｓ」と描画された箇所
には、当該グラフＧ５１により示される歩数の最大値が設定される。
　このような日詳細画面ＤＳ５１の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が入力された
場合の動作は、上記日詳細画面ＤＳ１１～ＤＳ４１の表示時と同様である。
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【０１１７】
　上記領域ＳＷ２が入力されると、図３１に示す週詳細画面ＤＳ５２が表示される。この
週詳細画面ＤＳ５２は、歩数に関する週単位の詳細画面である。この週詳細画面ＤＳ５２
には、表示切替欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが設定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置された歩数メーターＭ５は、直近の一週間
分の通常歩数の合計値及びゾーン内歩数の合計値を示すメーターとなり、当該メーターＭ
５の中央に表示される値は、当該直近の一周間分の歩数の合計値となる。
【０１１８】
　詳細表示領域ＤＦには、前述のグラフＧ５１に代えて、日付表示領域ＤＣに表示された
期間の時間軸ＡＸから上側に、直近の一週間分の通常歩数及びゾーン内歩数を日毎に積み
上げた積み上げ型のグラフＧ５２が表示される。このグラフＧ５２では、上記と同様に、
最も右側の位置に当日の歩数が示される。また、詳細表示領域ＤＦに表示される通常歩数
及びゾーン内歩数は、それぞれ、直近の一週間における日毎の時間の合計値である。この
グラフＧ５２が表示されるグラフ領域において「０００００ｓｔｅｐｓ」と描画された箇
所には、当該グラフＧ５２により示される各日の歩数（通常歩数及びゾーン内歩数）の合
計値のうちの最大値が設定される。
　このような週詳細画面ＤＳ５２の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が押下された
場合の動作は、上記週詳細画面ＤＳ１２～ＤＳ４２の表示時と同様である。このように表
示されることで、直近１週間での歩行状況を把握しながら、週を振り返る契機を使用者に
提供できる。
【０１１９】
　上記日詳細画面ＤＳ５１及び週詳細画面ＤＳ５２のいずれかの表示時に、上記領域ＳＷ
３が入力されると、図３２に示す月詳細画面ＤＳ５３が表示される。この月詳細画面ＤＳ
５３は、歩数に関する月単位の詳細画面であり、当該月詳細画面ＤＳ５３には、表示切替
欄ＳＷ、メーター配置領域ＬＡ及び詳細表示領域ＤＦが設定されている。
　これらのうち、メーター配置領域ＬＡに配置された歩数メーターＭ５は、直近の一ヶ月
分の通常歩数の合計値及びゾーン内歩数の合計値を示すメーターとなり、当該メーターＭ
５の中央には、当該直近の一ヶ月分の歩数の合計値が表示される。
【０１２０】
　詳細表示領域ＤＦには、上記グラフＧ５２と同様に、日付表示領域ＤＣに表示された期
間の時間軸ＡＸから上側への延出量によって直近の一ヶ月における日毎の通常歩数及びゾ
ーン内歩数を示す積み上げ型のグラフＧ５３が表示される。このグラフＧ５３では、最も
右側の位置に当日の歩数が示される。このグラフＧ５３が表示されるグラフ領域において
「０００００ｓｔｅｐｓ」と描画された箇所に設定される値は、上記グラフＧ５２が表示
されるグラフ領域と同様である。
　また、詳細表示領域ＤＦに表示される各歩数は、直近の一ヶ月における通常歩数及びゾ
ーン内歩数のそれぞれの合計値である。
　このような月詳細画面ＤＳ５３の表示時に、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が入力された
場合の動作は、上記月詳細画面ＤＳ１３～ＤＳ４３の表示時と同様である。
　なお、各詳細画面ＤＳ５１～ＤＳ５３のうちのいずれかが表示されている状態で、情報
端末３が横向きに傾けられると、上記のように、対応するグラフが拡大して表示される。
【０１２１】
　上記のようなメイン画面ＭＳ及びそれぞれの項目の各詳細画面を確認することで、使用
者は、自身の精神状態及び行動状態を把握できる。
　なお、メイン画面ＭＳの表示時に、第１位置に表示されるメーターは、初回表示時であ
ればストレスメーターＭ１であるが、以降は、前回表示時に表示されていたメーターが表
示される。
【０１２２】
　［更新キー入力時の動作］
　図３３は、上記更新キーＭＳ３が入力され、情報端末３が計測装置２又は管理サーバー
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と通信している状態の更新キーＭＳ３を示す図である。
　上記メイン画面ＭＳ及び各詳細画面に設定された更新キーＭＳ３が入力されると、主制
御部３６１は、通信制御部３６３及び通信手段３３を介して、計測装置２にアクセスして
、当該計測装置２から新たな計測情報を取得する他、管理サーバー５にアクセスして、新
たにアップロードされた計測情報を取得する。この際、表示制御部３６２は、更新キーＭ
Ｓ３の図柄を、図３３に示すように、点によって外周が形成される円の図柄に変更する。
　そして、新たな計測情報が取得された場合には、計算部３６５による上記計算が行われ
、表示制御部３６２は、取得された計測情報及び計算部３６５による計算結果に基づいて
、メイン画面ＭＳ及び各詳細画面の表示内容を更新する。
【０１２３】
　なお、更新キーＭＳ３の選択操作が行われた場合、第１位置のメーターの情報が更新さ
れるように構成することもできる。このように構成されることで、意図した情報だけを更
新して表示させることができる。また、更新キーの選択操作が行われた場合に、第１位置
以外に位置するメーターの情報も更新されるように構成してもよい。このように構成され
ることで、第１位置以外に配置されたメーターも情報更新され、各メーターが再描画され
るので、変化のあったメーターを使用者が把握しやすくなる。そして、このように第１位
置に表示されたメーター以外の変化を、同時に表現することで、使用者の興味を他のメー
ターにも向けさせ、多角的な情報を確認するように使用者を促すことができる。
【０１２４】
　［入力画面の構成］
　図３４～図３６は、入力画面ＥＤの一例を示す図である。
　上記メイン画面ＭＳ及び各詳細画面に設定された編集キーＭＳ４が押下されると、図３
４に示す入力画面ＥＤが下から延出するように表示される。
　この入力画面ＥＤは、上から順に食事登録領域ＥＤ１、睡眠時間編集領域ＥＤ２及び体
重登録領域ＥＤ３が直列に配列された縦長の画面であり、使用者が上下にフリック又はド
ラッグすることにより、各設定画面が表示される。これら各領域ＥＤ１～ＥＤ３の配列方
向は、表示手段３１の画像表示領域の垂線に対する直交方向であり、本実施形態では、矩
形状の画像表示領域の長手方向と一致する。なお、当該直交方向は長手方向に限らず、短
手方向でも他の方向でもよい。
【０１２５】
　［食事情報の登録］
　食事登録領域ＥＤ１は、「ＭＥＡＬ」と表記された項目名ＴＮを有する領域であり、日
々の食事情報を登録する領域である。具体的に、食事登録領域ＥＤ１では、食事の区分（
朝食、昼食、夕食、間食及び飲酒のいずれか）、食事の時刻、並びに、食事量（「多目」
、「普通」、「少な目」及び「食べていない」のいずれか）を登録する。これらのうち、
食事量は、相対量選択部としての食事量の選択項目であるアイコン（「多目」、「普通」
、「少な目」及び「食べていない」）の中から選択することにより登録できる。これらの
情報を登録することにより、上記基礎代謝に基づいて食事のカロリー（摂取カロリー）が
自動的に設定される。
【０１２６】
　具体的に、食事登録領域ＥＤ１には、それぞれオブジェクトである上記表示切替欄ＳＷ
、食事情報を設定可能な日付を示す日付表示領域ＤＣ、及び、当該日付表示領域ＤＣの左
右に設けられた左向き及び右向きのカーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が設定されている。この
他、食事登録領域ＥＤ１には、表示切替欄ＳＷに設定された「Ｄａｙ」、「Ｗｅｅｋ」及
び「Ｍｏｎｔｈ」と表記された領域ＳＷ１～ＳＷ３のいずれかが選択されることで表示内
容が切り替わる可変表示領域ＥＤ１１と、食事情報を登録及び表示する内容表示領域ＥＤ
１２と、追加キーＴＫ及び削除キーＤＫとが設定されている。これら可変表示領域ＥＤ１
１及び内容表示領域ＥＤ１２もオブジェクトにより構成される。
【０１２７】
　上記領域ＳＷ１が押下されると、可変表示領域ＥＤ１１は、図３４に示すように、日付



(29) JP 2015-76032 A 2015.4.20

10

20

30

40

50

表示領域ＤＣに表示された日付の午前０時から始まる時間軸ＡＸが表示されるとともに、
既に食事情報が設定されている場合には、当該食事情報に含まれる食事の時刻に応じた時
間軸ＡＸ上の位置に図形としての印（図３４では黒丸）が付される。そして、可変表示領
域ＥＤ１１には、時間軸ＡＸに直交するバーＢが設定され、当該バーＢを時間軸ＡＸに沿
って移動させることで、食事情報を設定する時刻を選択でき、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ
２を押下することによって食事情報を設定する日付を選択できる。
　なお、印の位置は、詳しくは後述するが、入力される食事量に応じて設定される。
【０１２８】
　ここで、食事情報は、バーＢを移動させて所望の時刻を選択し、可変表示領域ＥＤ１１
の下方に位置する内容表示領域ＥＤ１２に入力された後、追加キーＴＫが入力されること
で登録される。
　すなわち、図示を省略するが、食事の区分及び食事量は、アイコンを選択することで設
定可能であり、食事の時刻は、バーＢの位置に応じて自動的に設定される。これらが入力
されると、基礎代謝に基づいて食事のカロリーが計算され、当該カロリーの値が自動的に
表示される。なお、食事の区分が「飲酒」の場合には、カロリーの値は固定値となる。
　これら食事情報が入力された後、追加キーＴＫが押下されると、当該食事情報が記憶手
段３５に記憶されて登録される。
【０１２９】
　このような食事情報の入力方法を導入することで、使用者は少ない動作で食事入力を完
了できる。ここで、現在一般にあるダイエット支援システムは、食事メニューを入力又は
選択する必要がある等、煩わしい操作を要するものが多く、そのために使用者が食事情報
を十分に入力せず、使用者の食生活、ひいては、ダイエットに向けての活動の実態を捉え
ることが難しかった。これに対し、本実施形態における食事入力方法では、入力画面ＥＤ
に画面遷移し、バーＢを所望の日時に移動させ、追加キーＴＫを押し、およその食事量を
選択するだけで、食事入力が完了できる。このため、食事入力にかかるユーザーの負担が
大幅に軽減されるので、継続的に食事情報を入力する意欲を促すことができる。
【０１３０】
　このようにして登録された食事情報は、食事の時間とバーＢを移動させて選択された時
刻とが一致する場合に、内容表示領域ＥＤ１２に表示される。そして、登録済みの食事情
報を表示中に、削除キーＤＫが入力されると、当該食事情報は削除される。
　このような日単位の食事登録領域ＥＤ１の表示時に、上記カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２
が押下された場合の動作は、上記日詳細画面ＤＳ１１～ＤＳ５１の表示時と同様である。
【０１３１】
　一方、上記領域ＳＷ２が押下されると、図３５に示すように、可変表示領域ＥＤ１１に
表示された時間軸ＡＸは、直近の日曜日又は月曜日から始まる日毎の時間軸となる。そし
て、各日の食事量（「多目」、「普通」、「少な目」及び「食べていない」のいずれか）
に応じた印（図３５では黒丸）が、それぞれの日に応じた位置に設定される。具体的に、
印の位置は、該当する食事量が「普通」であれば時間軸ＡＸ上に設定され、当該食事量が
「多目」であれば時間軸ＡＸに対して上側の位置に設定され、当該食事量が「少な目」で
あれば時間軸ＡＸに対して下側の位置に設定される。
　例えば、可変表示領域ＥＤ１１における２５日では、食事量が「普通」であるので、時
間軸ＡＸ上に上記印が付されている。一方、２６日では、食事量が「多目」であったため
、時間軸ＡＸの上側に、上記印（黒丸）が付されている。他方、２７日では、食事量が「
少な目」であったため、時間軸ＡＸの下側に、上記印が付されている。上記日単位の食事
登録領域ＥＤ１においても同様である。
【０１３２】
　そして、上記バーＢにより日付が選択されると、選択された日付に食事情報が登録され
ている場合には、内容表示領域ＥＤ１２に当該食事情報が表示される。この際、複数の食
事情報が登録されている場合には、各食事情報に含まれる食事の時間の順に上から、内容
表示領域ＥＤ１２に各食事情報を表示する。
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　なお、このような週単位の食事登録領域ＥＤ１の表示中に、上記カーソルキーＣＫ１，
ＣＫ２が押下された場合の動作は、上記週詳細画面ＤＳ１２～ＤＳ５２の表示時と同様で
ある。
【０１３３】
　そして、週単位の食事登録領域ＥＤ１においても、上記食事情報を登録可能である。
　この場合、バーＢを移動させて、食事情報を登録する日付を選択した後、内容表示領域
ＥＤ１２にて、食事の時刻を含む食事情報を入力し、追加キーＴＫを押下することで、当
該食事情報を登録できる。
　登録した食事情報を削除する場合には、内容表示領域ＥＤ１２に表示された削除対象の
食事情報を選択した後、削除キーＤＫを押下することで、当該削除対象の食事情報を削除
できる。
　このような週単位の食事登録領域ＥＤ１の表示時に、上記カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２
が押下された場合の動作は、上記週詳細画面ＤＳ１２～ＤＳ５２の表示時と同様である。
このように食事情報が週表示されることで、使用者は自らの短期的な食習慣の実態を把握
でき、翌週の食習慣を改善するための契機を使用者に提供できる。
【０１３４】
　他方、上記領域ＳＷ３が押下されると、図３６に示すように、可変表示領域ＥＤ１１に
表示された時間軸ＡＸは、直近の１日（月の初日）から始まる日毎の時間軸となる。そし
て、各日の上記食事量に応じた印（図３６では黒丸）が、それぞれの日に応じた位置に設
定される。なお、当該印の設定方法は、上記週単位での印の設定方法と同様である。
【０１３５】
　そして、上記バーＢにより日付が選択されると、上記週単位での場合と同様に、選択さ
れた日付に食事情報が登録されている場合には、内容表示領域ＥＤ１２に当該食事情報が
表示される。
　このような月単位の食事登録領域ＥＤ１の表示中に、上記カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２
が押下された場合の動作は、上記月詳細画面ＤＳ１３～ＤＳ５３の表示時と同様である。
　また、当該月単位の食事登録領域ＥＤ１においても、上記食事情報を登録可能である。
この場合の食事情報の登録方法は、上記週単位での食事登録領域ＥＤ１を用いた場合と同
様である。このように、食事情報が月単位で表示されることで、使用者は自らの中期的な
食習慣の実態を俯瞰できる。ダイエットや健康増進の活動は、長期的な取り組みが必要で
あり、食習慣は重要な鍵の一つである。この食習慣に関する情報を、日、週、月と期間を
変えながら把握することで、使用者は自らの食事傾向や食習慣についての傾向をつかむこ
とができ、ダイエットや健康増進に役立てることができる。
【０１３６】
　なお、週単位及び月単位の食事登録領域ＥＤ１が表示される際には、時間軸ＡＸ上の位
置を、表示される期間の食事量の平均値又は摂取カロリーの平均値としてもよい。更に、
時間軸ＡＸに対して印が設定される位置を、当日の摂取カロリーと消費カロリーとの差分
とし、摂取カロリーが消費カロリーを上回っている場合には、当該差分に応じて時間軸Ａ
Ｘに対して上側に印を設定し、下回っている場合には、当該差分に応じて時間軸ＡＸに対
して下側に印を設定するようにしてもよい。この場合、日単位の食事登録領域ＥＤ１では
、食事量に応じて上記印を設定し、週単位及び月単位の食事登録領域ＥＤ１では、摂取カ
ロリーと消費カロリーとの差分に応じて上記印を設定することとしてもよい。
【０１３７】
　［睡眠時間の編集］
　睡眠時間編集領域ＥＤ２は、図３４～図３６に示すように、「ＳＬＥＥＰ」と表記され
た項目名ＴＮを有する領域であり、食事登録領域ＥＤ１と同様の構成を有する。また、睡
眠時間編集領域ＥＤ２は、表示切替欄ＳＷの領域ＳＷ２，ＳＷ３のいずれかが選択される
ことで表示内容が切り替わる可変表示領域ＥＤ２１と、睡眠時間に関する情報を編集及び
表示する内容表示領域ＥＤ２２と、追加キーＴＫ及び削除キーＤＫとが設定されている。
すなわち、睡眠時間編集領域ＥＤ２は、週単位及び月単位のいずれかで表示可能である。
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【０１３８】
　週単位の睡眠時間編集領域ＥＤ２では、可変表示領域ＥＤ２１には、図３４及び図３５
に示すように、直近の日曜日又は月曜日から始まる日毎の時間軸ＡＸが配置され、各日の
睡眠時間を示すグラフＧ６が表示される。
　一方、月単位の睡眠時間編集領域ＥＤ２では、可変表示領域ＥＤ２１には、図３６に示
すように、直近の１日（月の始め）から始まる日毎の時間軸ＡＸが配置され、各日の睡眠
時間を示すグラフＧ６が表示される。
　そして、時間軸ＡＸに設けられたバーＢを移動させて、睡眠時間を表示又は編集する日
付が選択されると、既に睡眠時間が登録されている場合には、内容表示領域ＥＤ２２に、
当該睡眠時間に関する情報が表示される。
　なお、既に登録されている睡眠時間は、計測装置２から受信された計測情報に基づいて
計算された睡眠時間の他、使用者により編集された睡眠時間が含まれる。
【０１３９】
　このような週単位及び月単位の睡眠時間編集領域ＥＤ２にて、睡眠時間を編集する場合
には、まず、バーＢを移動させて、睡眠時間を編集する日付を選択する。そして、内容表
示領域ＥＤ２２に表示された睡眠時間に関する情報を押下すると、睡眠の開始時刻及び終
了時刻が編集可能となる。
　なお、昼寝等の睡眠時間を追加したい場合には、追加キーＴＫを押下すれば、内容表示
領域ＥＤ２２に新たな睡眠の開始時刻及び終了時刻を入力可能な欄が追加される。
　他方、内容表示領域ＥＤ２２に表示された睡眠時間に関する情報を選択した後、削除キ
ーＤＫが押下されると、選択された情報が削除される。
【０１４０】
　［体重の登録］
　体重登録領域ＥＤ３は、図３４～図３６に示すように、「ＷＥＩＧＨＴ」と表記された
項目名ＴＮを有する領域であり、食事登録領域ＥＤ１と同様の構成を有する。また、体重
登録領域ＥＤ３は、表示切替欄ＳＷの領域ＳＷ２，ＳＷ３のいずれかが選択されることで
表示内容が切り替わる可変表示領域ＥＤ３１と、体重を登録及び表示する内容表示領域Ｅ
Ｄ３２と、削除キーＤＫとが設定されている。すなわち、体重登録領域ＥＤ３は、睡眠時
間編集領域ＥＤ２と同様に、週単位及び月単位のいずれかで表示可能である。
【０１４１】
　週単位の体重登録領域ＥＤ３では、可変表示領域ＥＤ３１には、図３４及び図３５に示
すように、直近の日曜日又は月曜日から始まる日毎の時間軸ＡＸが配置され、各日の体重
を示す折れ線グラフであるグラフＧ７が表示される。更に、当該可変表示領域ＥＤ３１に
は、目標となる体重を示す印（図３４及び図３５では旗の印）が付されている。
　一方、月単位の体重登録領域ＥＤ３では、可変表示領域ＥＤ３１には、図３６に示すよ
うに、直近の１日（月の始め）から始まる日毎の時間軸ＡＸが配置され、各日の体重を示
す折れ線グラフであるグラフＧ７が表示される。また、上記と同様に、可変表示領域ＥＤ
３１には、目標となる体重を示す印が付されている。
　そして、時間軸ＡＸに設けられたバーＢを移動させて、体重を表示又は編集する日付が
選択されると、既に体重が登録されている場合には、内容表示領域ＥＤ３２に、登録され
ている体重が目標体重とともに表示される。
【０１４２】
　このような週単位及び月単位の体重登録領域ＥＤ３にて、体重を設定する場合には、ま
ず、バーＢを移動させて、体重を設定する日付を選択する。そして、内容表示領域ＥＤ３
２を押下すると、体重を入力可能となる。
　なお、登録されている体重を削除したい場合には、内容表示領域ＥＤ３２に表示された
情報を選択した後、削除キーＤＫが押下することによって削除できる。
【０１４３】
　上記入力画面ＥＤの表示は、表示制御部３６２により実行される。
　具体的に、編集キーＭＳ４が押下されると、表示制御部３６２は、入力画面ＥＤを生成
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及び表示させるが、この際、表示制御部３６２は、領域ＥＤ１～ＥＤ３のいずれかと、当
該領域に隣接する領域を構成するオブジェクトの一部とを表示させる。これにより、上記
のように、例えば、日単位の食事登録領域ＥＤ１を表示させた際に、睡眠時間編集領域Ｅ
Ｄ３を構成するオブジェクトである項目名ＴＮが表示される。
【０１４４】
　すなわち、入力画面ＥＤに含まれる各領域ＥＤ１～ＥＤ３のうち、日単位の食事登録領
域ＥＤ１と上記常時表示領域ＤＡとを合わせた縦方向の寸法は、表示手段３１の画像表示
領域ＤＰの縦方向の寸法より小さい。同様に、睡眠時間編集領域ＥＤ２と常時表示領域Ｄ
Ａとを合わせた縦方向の寸法、及び、体重登録領域ＥＤ３と常時表示領域ＤＡとを合わせ
た縦方向の寸法は、画像表示領域ＤＰの縦方向の寸法よりそれぞれ小さい。
　このため、日単位の食事登録領域ＥＤ１を表示させると、表示画面の下側に、睡眠時間
編集領域ＥＤ２の一部（上記「ＳＬＥＥＰ」との項目名ＴＮ）が表示される。また、睡眠
時間編集領域ＥＤ２を表示させると、表示画面の上側に食事登録領域ＥＤ１の一部が表示
されるか、又は、表示画面の下側に体重登録領域ＥＤ３の一部（上記「ＷＥＩＧＨＴ」と
の項目名ＴＮ）が表示される。更に、体重登録領域ＥＤ３を表示させると、表示画面の上
側に睡眠時間編集領域ＥＤ２の一部が表示される。
【０１４５】
　これにより、上記各領域ＥＤ１～ＥＤ３のうち、いずれかの領域が表示された場合には
、他の領域の一部が表示されることとなるので、使用者に当該他の領域での編集及び設定
を促すことができる。従って、入力画面ＥＤでの項目編集及び設定を習慣付けることがで
きる。
　なお、入力画面ＥＤからメイン画面ＭＳ又は各詳細画面に遷移した後、再度、入力画面
ＥＤが開かれた場合には、前回表示時に表示されていた領域が表示される。このため、前
回表示時に、月単位の体重登録領域ＥＤ３を表示されていた場合には、当該月単位の体重
登録領域ＥＤ３が表示される。
【０１４６】
　［イベント確認画面］
　図３７～図３９は、イベント確認画面ＥＶの一例を示す図である。
　上記のように、計測装置２は、使用者が運動による興奮状態、運動によらない興奮状態
、又は、リラックスした状態のいずれかの精神状態になったと判定した場合に、情報端末
３と通信して、当該情報端末３に計測情報を送信する他、上記精神状態判定時刻を送信す
る。
　一方、情報端末３では、遷移キーＭＳ２が押下された場合、表示制御部３６２は、図３
７に示すイベント確認画面ＥＶを表示させる。
【０１４７】
　イベント確認画面ＥＶは、上記精神状態になった事象をイベントとして表示し、使用者
に確認させる画面である。このイベント確認画面ＥＶには、前画面に戻るバックキーＢＫ
と、地図が表示される地図表示領域ＥＶ１と、イベントの日付が表示される日付表示領域
ＤＣ及びカーソルキーＣＫ１，ＣＫ２と、イベント内容が表示される内容表示領域ＥＶ２
とが設定されている。
【０１４８】
　これらのうち、地図表示領域ＥＶ１には、日付表示領域ＤＣに表示された日付において
イベント発生時刻（上記精神状態判定時刻）の情報端末３の位置（すなわち、使用者の位
置）がマーカーＭＫにより示された地図が表示される。
　このマーカーにより示される情報端末３の位置は、位置取得手段３４により取得されて
記憶手段３５に記憶された位置情報のうち、当該イベント発生時刻に応じた位置情報によ
り決定される。このような処理は主制御部３６１により実行され、表示制御部３６２は、
当該処理の結果に応じて、地図上にマーカーＭＫを設定する。
【０１４９】
　この際、表示制御部３６２は、運動による興奮状態、運動によらない興奮状態、及び、
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リラックスした状態となった位置を示すマーカーＭＫを、それぞれ異なる色とする。
　本実施形態では、リラックスした状態となった位置に付されるマーカーＭＫは、寒色系
の色とされ、本実施形態では、青色の円とされる。また、運動による興奮状態となった位
置、及び、運動によらない興奮状態となった位置に付されるマーカーＭＫは、暖色系の色
とされ、本実施形態では、前者は赤色の円、後者は橙色の円とされる。
　なお、内容表示領域ＥＶ２に表示されたイベント内容のうち、いずれかが使用者により
選択されると、当該選択されたイベント内容に応じた位置（イベントの発生位置）のマー
カーＭＫが大きく表示される。
【０１５０】
　内容表示領域ＥＶ２には、日付表示領域ＤＣに表示された日付におけるイベント内容が
表示される。例えば、図３７の例では、内容表示領域ＥＶ２には、「５月３１日」に発生
したイベントとして、４つのイベント内容ＥＣが示されている。これらイベント内容ＥＣ
には、イベント発生時の時刻及び心拍数の他、コメントＣＭ及び感情スタンプＳＴが含ま
れる。
【０１５１】
　これらコメントＣＭ及び感情スタンプＳＴは、使用者が入力可能である。具体的に、編
集予定のイベント内容ＥＣを押下すると、図３８に示すように、当該イベント内容が選択
された状態となり、コメントＣＭ及び感情スタンプＳＴが入力及び選択可能となる。
　この状態で、コメントＣＭの入力キーＣＭ１を押下すると、図示を省略するが、スクリ
ーンキーボード及び入力文字の表示欄が表示される。そして、当該スクリーンキーボード
に含まれる確定キーが押下されると、入力文字がコメントＣＭとして設定される。
　また、感情スタンプＳＴの選択キーＳＴ１を押下すると、図３９に示すように、複数の
アイコンが設定された選択欄ＳＴ２が表示される。これらアイコンのうち、いずれかが押
下されると、押下されたアイコンが感情スタンプＳＴとして設定される。
　そして、設定されたコメントＣＭ及び感情スタンプＳＴは、図３８における２段目のイ
ベント内容ＥＣに示されるように表示される。
【０１５２】
　上記イベント確認画面ＥＶに含まれるカーソルキーＣＫ１が押下された場合には、前日
のイベント確認画面ＥＶが表示され、カーソルキーＣＫ２が押下された場合には、翌日の
イベント確認画面ＥＶが表示される。
　また、コメントＣＭ及び感情スタンプＳＴの内容は、イベント内容ＥＣに関連付けられ
て、情報端末３から管理サーバー５に送信され、当該管理サーバー５にて管理される。
【０１５３】
　なお、イベントが当日発生した場合には、図１２に示すように、メイン画面ＭＳにて第
１位置のストレスメーターＭ１の上方に、イベントが発生した旨を知らせるイベントマー
カーＥＭが表示される。また、日詳細画面ＤＳ１１の表示時に、日付表示領域ＤＣに表示
された日付にイベントが発生した場合には、図１７に示すように、グラフＧ１１において
イベント発生時刻に応じた位置にイベントマーカーＥＭが表示される。更に、週詳細画面
ＤＳ１２及び月詳細画面ＤＳ１３の表示時に、日付表示領域ＤＣに表示された期間内にて
イベントが発生していた場合には、図１８及び図１９に示すように、グラフＧ１２，Ｇ１
３においてイベント発生日に応じた位置にイベントマーカーＥＭが表示される。
【０１５４】
　［他の情報端末の構成］
　情報端末４は、本実施形態ではＰＣにより構成され、計測装置２とクレードル（図示省
略）を介して通信可能に接続される。この情報端末４は、情報端末３と同様の構成を有す
るが、表示される画面のレイアウトが情報端末３と異なる他、フレンド管理機能と呼ばれ
る機能を有する点で、情報端末３とは構成が異なる。
【０１５５】
　図４０は、情報端末４の構成を示すブロック図である。
　情報端末４は、図４０に示すように、情報端末３が有する各手段３１～３３，３５，３
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６と同様の機能を有する表示手段４１、入力手段４２、通信手段４３、記憶手段４５及び
制御手段４６を有する。また、制御手段４６は、制御手段３６と同様に、主制御部４６１
、表示制御部４６２、通信制御部４６３、記憶制御部４６４及び計算部４６５を有する。
すなわち、本実施形態では、情報端末４は、所定の場所（例えば使用者の自室）に配置さ
れ、常時携帯されることが必ずしもないＰＣを想定しているので、位置取得手段３４に相
当する構成を備えていない。このため、位置取得手段３４は、計測装置２が備えるように
構成してもよい。なお、表示制御部４６２は、情報端末４において本発明の表示制御手段
に相当する。
【０１５６】
　［実行時画面］
　図４１は、情報端末４における計測情報管理アプリケーションの実行時画面ＥＳの一例
を示す図である。
　情報端末４では、主制御部４６１が、記憶手段４５に記憶された計測情報管理アプリケ
ーションを実行すると、表示制御部４６２が、図４１に示す実行時画面ＥＳを表示手段４
１に表示させる。この実行時画面ＥＳは、上部に位置する常時表示領域ＥＳ１と、当該常
時表示領域ＥＳ１の下方の領域である左側領域ＬＦ及び右側領域ＲＦとを有する。
【０１５７】
　常時表示領域ＥＳ１には、当該常時表示領域ＥＳ１の右側に、使用者名を表示する表示
領域ＥＳ１１、使用者の画像を表示する画像表示領域ＥＳ１２、メッセージ受信アイコン
ＥＳ１３及び遷移キーＥＳ１４が配置されている。これらのうち、画像表示領域ＥＳ１２
には、上記設定画面ＲＳ３の画像設定欄ＲＳ３６に設定された画像が表示される。また、
遷移キーＥＳ１４が押下された場合には、図示を省略するが、実行時画面ＥＳの左側領域
ＬＦに、詳細なプロフィールを設定可能なプロフィール設定画面が表示される。
【０１５８】
　左側領域は、右側領域ＲＦより幅広に設定されている。この左側領域ＬＦの上側には、
計測情報表示画面ＥＳ２が配置され、下側にはイベント確認画面ＥＳ３が配置される。一
方、右側領域ＲＦには、他者情報表示画面ＥＳ４が配置される。
【０１５９】
　［計測情報表示画面］
　図４２～図４４は、計測情報表示画面ＥＳ２の一例を示す図である。
　計測情報表示画面ＥＳ２には、図４２に示すように、情報端末３でのメイン画面ＭＳ、
日詳細画面、週詳細画面及び月詳細画面にて表示される内容と略同じ内容が表示される。
　詳述すると、計測情報表示画面ＥＳ２の上段に、上記表示切替欄ＳＷ、日付表示領域Ｄ
Ｃ及びカーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が配置され、当該画面ＥＳ２の中断に、メーター配置
領域ＬＡが設定され、下段に詳細表示領域ＤＦが設定されている。
　これらのうち、表示切替欄ＳＷ、日付表示領域ＤＣ及びカーソルキーＣＫ１，ＣＫ２は
、情報端末３での場合と同様の動作を情報端末４に実施させる。
【０１６０】
　メーター配置領域ＬＡには、左右方向に沿って、各メーターＭ１～Ｍ５が配置される。
　具体的に、左から順に、カロリーメーターＭ４、歩数メーターＭ５、ストレスメーター
Ｍ１、運動メーターＭ２、睡眠メーターＭ３が配置される。そして、これらメーターＭ１
～Ｍ５のうち、使用者の選択操作により選択されたメーターが、他のメーターより大きく
表示される。これにより、どのメーターが選択されているか、すなわち、どの項目のデー
タが表示されているかを把握できるように構成されている。
【０１６１】
　表示切替欄ＳＷの領域ＳＷ１が押下されると、選択されたメーターの項目についての日
単位の情報が表示される。
　例えば、ストレスメーターＭ１が選択され、領域ＳＷ１が押下された状態では、図４２
に示すように、日付表示領域ＤＣに表示された日付の興奮時間（運動時興奮時間及び非運
動時興奮時間）が、メーターＭ１により示される。また、詳細表示領域ＤＦには、上記日
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詳細画面ＤＳ１１に表示される当該日付のグラフＧ１１が表示される他、当該日付の運動
時興奮時間及び非運動時興奮時間が表示される。
　この状態で、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が押下された場合の動作は、上記日詳細画面
ＤＳ１１の表示時と同様であり、日付表示領域ＤＣに表示された日付の前日又は翌日の情
報が、ストレスメーターＭ１及び詳細表示領域ＤＦに表示される。
【０１６２】
　表示切替欄ＳＷの領域ＳＷ２が押下されると、選択されたメーターの項目についての直
近の一週間、すなわち、週単位の情報が表示される。
　例えば、ストレスメーターＭ１が選択され、領域ＳＷ２が押下された状態では、図４３
に示すように、日付表示領域ＤＣの表示が直近の一週間の期間を示す日付となり、当該期
間の運動時興奮時間の合計値及び非運動時興奮時間の合計値が、メーターＭ１により示さ
れる。また、詳細表示領域ＤＦには、当該期間のグラフであり、上記週詳細画面ＤＳ１２
と同様のグラフＧ１２が表示される他、当該期間の運動時興奮時間の合計値及び非運動時
興奮時間の合計値が表示される。
　この状態で、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が押下された場合の動作は、上記週詳細画面
ＤＳ１２の表示時と同様であり、日付表示領域ＤＣに表示された期間の前週又は翌週の情
報が、ストレスメーターＭ１及び詳細表示領域ＤＦに表示される。
【０１６３】
　表示切替欄ＳＷの領域ＳＷ３が押下されると、選択されたメーターの項目についての直
近の一ヶ月（３０日間又は３１日間）の情報、すなわち、月単位の情報が表示される。
　例えば、ストレスメーターＭ１が選択され、領域ＳＷ３が押下された状態では、図４４
に示すように、日付表示領域ＤＣの表示が直近の一ヶ月の期間となり、当該期間の運動時
興奮時間の合計値及び非運動時興奮時間の合計値が、メーターＭ１により示される。また
、詳細表示領域ＤＦには、当該期間のグラフであり、上記月詳細画面ＤＳ１３と同様のグ
ラフＧ１３が表示される他、当該期間の運動時興奮時間の合計値及び非運動時興奮時間の
合計値が表示される。
　この状態で、カーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が押下された場合の動作は、上記月詳細画面
ＤＳ１３の表示時と同様であり、日付表示領域ＤＣに表示された期間の前月又は翌月の情
報が、ストレスメーターＭ１及び詳細表示領域ＤＦに表示される。
　なお、他のメーターが選択された場合の表示内容も同様である。
【０１６４】
　このように、情報端末４にて表示される計測情報表示画面ＥＳ２の内容は、上記情報端
末３にて表示される内容と略同じであるものの、レイアウトは異なる。このようにレイア
ウトされた各種メーターが表示されることで、複数項目の情報を一度に把握できるので、
使用者が自身の状態を多角的に分析できる。これにより、自らの生活習慣を振り返り、ダ
イエットや健康増進等に向けて、どのような生活習慣を変えることが効果的かどうかを、
使用者自身が考察及び判断できる。
　なお、計測情報表示画面ＥＳ２に設定された更新キーＭＳ３が押下された場合には、上
記情報端末３での動作と同様に、主制御部４６１は、通信制御部４６３及び通信手段４３
を介して、計測装置２にアクセスして、当該計測装置２から新たな計測情報を取得する他
、管理サーバー５にアクセスして、新たにアップロードされた計測情報を取得する。そし
て、新たな計測情報が取得された場合には、計算部４６５による計算が行われ、表示制御
部４６２は、取得された計測情報及び計算部４６５による計算結果に基づいて、計測情報
表示画面ＥＳ２の表示内容を更新する。
【０１６５】
　［入力画面］
　図４５～図４７は、情報端末４にて表示される入力画面ＣＳの一例を示す図である。
　上記左側領域ＬＦの左上隅部に配置された領域ＬＦ１，ＬＦ２のうち、「ＩＮＰＵＴ」
と表記された領域ＬＦ２が押下されると、図４５に示す入力画面ＣＳが、当該左側領域Ｌ
Ｆの全体に表示される。
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　入力画面ＣＳは、情報端末３にて表示される上記入力画面ＥＤと同様の構成を有し、上
から順に食事登録領域ＣＳ１、睡眠時間編集領域ＣＳ２及び体重登録領域ＣＳ３が設定さ
れた縦長の画面である。この入力画面ＣＳでは、上下方向のうち一方から他方へのドラッ
グ操作又はスクロール操作により、各領域ＣＳ１～ＣＳ３のうちいずれかを表示させるよ
うに操作する。
【０１６６】
　これらのうち、食事登録領域ＣＳ１は、「ＭＥＡＬ」と表記された項目名ＴＮを有する
設定領域であり、日々の食事情報を登録する領域である。この食事登録領域ＣＳ１には、
上記食事登録領域ＥＤ１と同様に、表示切替欄ＳＷ、日付表示領域ＤＣ及びカーソルキー
ＣＫ１，ＣＫ２が設定されている。この他、食事登録領域ＣＳ１には、当該表示切替欄Ｓ
Ｗの領域ＳＷ１～ＳＷ３のいずれかが押下されることで、表示内容が切り替わる可変表示
領域ＣＳ１１及び内容表示領域ＣＳ１２と、追加キーＴＫ及び削除キーＤＫとが設定され
ている。
　なお、日単位、週単位及び月単位での可変表示領域ＣＳ１１及び内容表示領域ＣＳ１２
の表示内容は、前述の食事登録領域ＥＤ１と同様であるので、説明を省略する。
【０１６７】
　ここで、図４６に示すように、月単位での食事登録領域ＣＳ１の表示時に、登録されて
いる食事情報を削除する場合には、まず、削除キーＤＫを押下する。すると、図４７に示
すように、内容表示領域ＣＳ１２に表示された食事情報（登録済みの食事情報）の右側に
、ごみ箱を模したアイコンＡＣが表示される。そして、当該アイコンＡＣが押下された状
態で、内容表示領域ＣＳ１２の下部に表示され、「ＯＫ」と表記された確定キーＳＫが押
下されると、押下されたアイコンＡＣに応じた食事情報が削除される。この食事情報を削
除した旨の情報は、管理サーバー５に送信され、当該管理サーバー５においても該当する
食事情報が削除される。この後、表示内容は、月単位での食事登録領域ＣＳ１に戻る。
　なお、週単位の食事登録領域ＣＳ１の表示時に、登録されている食事情報を削除する場
合も同様である。
【０１６８】
　睡眠時間編集領域ＣＳ２は、「ＳＬＥＥＰ」と表記された項目名ＴＮを有する設定領域
である。この睡眠時間編集領域ＣＳ２は、上記睡眠時間編集領域ＥＤ２と同様であり、領
域ＳＷ２，ＳＷ３を有する表示切替欄ＳＷ、日付表示領域ＤＣ及びカーソルキーＣＫ１，
ＣＫ２が設定されている。この他、睡眠時間編集領域ＣＳ２には、領域ＳＷ２，ＳＷ３の
いずれかが押下されることで、週単位の表示と月単位の表示とが切り替わる可変表示領域
ＣＳ２１及び内容表示領域ＣＳ２２と、追加キーＴＫ及び削除キーＤＫとが設定されてい
る。
　これらのうち、可変表示領域ＣＳ２１には、上記グラフＧ６が表示され、また、内容表
示領域ＣＳ２２には、バーＢによって選択された日付の睡眠の開始時刻及び終了時刻が表
示される。このような睡眠時間編集領域ＣＳ２の動作は、上記睡眠時間編集領域ＥＤ２と
同様である。
【０１６９】
　体重登録領域ＣＳ３は、「ＷＥＩＧＨＴ」と表記された項目名ＴＮを有する設定領域で
ある。この体重登録領域ＣＳ３は、上記体重登録領域ＥＤ３と同様に、領域ＳＷ２，ＳＷ
３を有する表示切替欄ＳＷ、日付表示領域ＤＣ及びカーソルキーＣＫ１，ＣＫ２と、領域
ＳＷ２，ＳＷ３のいずれかが押下されることで、週単位の表示と月単位の表示とが切り替
わる可変表示領域ＣＳ３１及び内容表示領域ＣＳ３２と、削除キーＤＫとが設定されてい
る。
　これらのうち、可変表示領域ＣＳ３１には、上記グラフＧ７の他、更に、体脂肪の変化
を示す折れ線グラフであるグラフＧＲが表示される。これらグラフＧ７，ＧＲの時間軸Ａ
Ｘは、それぞれ一致している。
　また、内容表示領域ＣＳ３２には、目標までの体重の差分が表示される他、バーＢによ
り選択された日付の体重及び脂肪率が表示される。また、体重及び脂肪率が設定されてい
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ない日付がバーＢにより選択されると、当該日付の体重及び脂肪率が入力可能となり、既
に登録された日付の体重及び体脂肪は、削除キーＤＫを押下することで削除することも可
能である。
　なお、このような入力画面ＣＳにおいても、上記各領域ＣＳ１～ＣＳ３のそれぞれの縦
方向の寸法は、左側領域ＬＦの縦方向の寸法より小さい。
【０１７０】
　このような入力画面ＣＳにて登録及び編集された情報は、主制御部４６１により取得さ
れ、記憶手段４５に記憶される他、通信手段４３を介して管理サーバー５に送信され、当
該管理サーバー５にて記憶される。
　なお、入力画面ＣＳの表示時に、「ＶＩＥＷ」と表記された上記領域ＬＦ１が押下され
ると、入力画面ＣＳが非表示となり、上記左側領域ＬＦの表示内容が、計測情報表示画面
ＥＳ２及びイベント確認画面ＥＳ３に切り替わる。この際、計測情報表示画面ＥＳ２の表
示内容は、上記入力画面ＣＳにて登録及び編集された情報が反映される。また、再び入力
画面ＣＳが表示された場合には、上記入力画面ＥＤと同様に、当該入力画面ＣＳにおいて
前回表示時に表示されていた領域（上記領域ＣＳ１～ＣＳ３のいずれか）が表示される。
【０１７１】
　［イベント確認画面］
　図４８～図５２は、イベント確認画面ＥＳ３の一例を示す図である。
　イベント確認画面ＥＳ３は、上記イベント確認画面ＥＶと同様の構成を有し、当該イベ
ント確認画面ＥＶと同様の内容（イベント内容）を表示する。
　具体的に、イベント確認画面ＥＳ３には、図４８に示すように、上段に地図表示領域Ｅ
Ｓ３１が設定され、中段に上記日付表示領域ＤＣ及びカーソルキーＣＫ１，ＣＫ２が設定
され、下段に内容表示領域ＥＳ３２が設定されている。
　そして、日付表示領域ＤＣに表示された日付に発生したイベント内容ＥＣが、イベント
の発生時刻順に、内容表示領域ＥＳ３２に表示される。なお、本実施形態では、内容表示
領域ＥＳ３２には、５つのイベント内容ＥＣを表示可能であり、５以上のイベント内容Ｅ
Ｃが登録されている場合には、内容表示領域ＥＳ３２に上下のカーソルキーＣＫ３，ＣＫ
４が表示され、当該カーソルキーＣＫ３，ＣＫ４を押下することで、表示しきれなかった
イベント内容ＥＣが表示される。
【０１７２】
　このようなイベント内容ＥＣには、上記イベント確認画面ＥＶと同様に、コメントＣＭ
及び感情スタンプＳＴを設定可能である。
　具体的に、図４８に示すイベント確認画面ＥＳ３では、内容表示領域ＥＳ３２において
２段目に表示されたイベント内容ＥＣには、コメントＣＭ及び感情スタンプＳＴが設定さ
れている。
【０１７３】
　コメントＣＭを設定する場合には、対象となるイベント内容ＥＣを選択した後、コメン
トＣＭの入力キーＣＭ１を押下する。この入力キーＣＭ１の押下に応じて、図４９に示す
ように、コメントＣＭの入力欄ＣＭ２が表示される。この入力欄ＣＭ２にコメント内容を
入力して、当該入力欄ＣＭ２を閉じると、入力内容がコメントＣＭとして設定される。
　また、感情スタンプＳＴを設定する場合には、対象となるイベント内容ＥＣを選択した
後、感情スタンプＳＴの選択キーＳＴ１を押下する。この選択キーＳＴ１の押下に応じて
、図５０に示すように、複数のアイコンが設定された選択欄ＳＴ２が表示される。これら
アイコンのうち、いずれかが押下されると、押下されたアイコンが感情スタンプＳＴとし
て設定される。
【０１７４】
　上記地図表示領域ＥＳ３１において、「ＭＡＰ ＶＩＥＷ」と表記された領域Ｒ１を押
下すると、当該地図表示領域ＥＳ３１が下方に拡大され、図５１に示すように、上記地図
表示領域ＥＶ１と同様の地図が表示される。そして、領域Ｒ１の表記が「ＭＡＰ　ＣＬＯ
ＳＥ」に変更されるとともに、当該領域Ｒ１の左側に、「ＳＨＯＷ　ＳＰＯＴ」と表記さ
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れた領域Ｒ２が表示される。
　なお、地図表示領域ＥＳ３１に表示される地図は、上記地図表示領域ＥＶ１に表示され
る地図と同様のマーカーＭＫが設定されている。このマーカーＭＫは、上記のように、対
応するイベント内容に応じて色分けされている。そして、内容表示領域ＥＳ３２において
選択されているイベント内容ＥＣに応じたマーカーＭＫは、他のマーカーＭＫと比べて大
きく表示される。
　なお、当該地図上に設定されるマーカーＭＫの位置、すなわち、イベント発生時の使用
者の位置は、情報端末３により管理サーバー５に送信された情報に基づくものであり、当
該位置を示す位置情報は、当該管理サーバー５から計測情報を取得する際に同時に取得さ
れる。
【０１７５】
　地図表示領域ＥＳ３１に地図が表示されている状態で、領域Ｒ２が押下されると、図５
２に示すように、領域Ｒ２の表記が「ＨＩＤＥ　ＳＰＯＴ」に変更されるとともに、表示
された地図上にスポットＳＰが表示される。このスポットＳＰは、管理サーバー５により
管理される他者のイベント発生時の位置のうち、比較的高い頻度でイベントが発生してい
る位置を示す領域である。
　このようなスポットＳＰの位置は、管理サーバー５から計測情報とともに、情報端末４
に送信され、表示制御部４６２により地図上に設定されて表示される。
　なお、このようなスポットＳＰも、該当するイベント内容ＥＣに応じて、寒色系及び暖
色系等の色分けがなされて表示される。
　そして、上記領域Ｒ２が押下されると、表示されたスポットＳＰは非表示となる。また
、「ＭＡＰ　ＣＬＯＳＥ」と表記された領域Ｒ１が押下されると、図４８に示したように
、地図表示領域ＥＳ３１が上側に縮小され、地図が非表示となる。
【０１７６】
　なお、このようなイベント確認画面ＥＳ３及び上記イベント確認画面ＥＶにて入力した
コメントＣＭの内容が、簡易投稿サイトやホームページ等に自動的に反映されるように構
成することも可能である。この際、例えば、当該コメントＣＭが付されたイベント内容Ｅ
Ｃに含まれる位置情報及び当該コメントＣＭの内容が、当該サイト及びホームページに反
映されるように構成してもよい。
【０１７７】
　［他者情報表示画面］
　図４１に示したように、実行時画面ＥＳにおける右側領域ＲＦには、他者情報表示画面
ＥＳ４が配置される。この他者情報表示画面ＥＳ４には、後述するフレンド管理機能によ
ってフレンド登録された他の使用者についての情報が表示される。
　具体的に、他者情報表示画面ＥＳ４には、フレンド登録された他者の使用者名ＮＭ、当
該他者の画像Ｐ、及び、当該他者が公開している上記メーターのシンボルマークＳＭが表
示される。なお、他者が複数のメーターを公開している場合には、図４１における「Ｔａ
ｋｅｓｈｉ」等のように各シンボルマークＳＭは重ねられて表示される。しかしながら、
他者の画像Ｐを押下することにより、図４１における「Ｋａｚｕｍｉ」のシンボルマーク
ＳＭのように展開され、更に押下することにより、各シンボルマークＳＭは再び重ねられ
る。そして、展開されたシンボルマークＳＭを押下することにより、該当する他者が公開
している当該シンボルマークＳＭに応じたメーターが表示される。
　なお、他者が複数のメーターを公開している場合で、当該複数のメーターに応じたシン
ボルマークＳＭが重ねられて表示される際に、最も手前に表示されるシンボルマークＳＭ
を、他者毎に設定可能に構成することも可能である。
【０１７８】
　［フレンド管理機能］
　図５３～図６３は、フレンド管理機能を説明する図である。
　以下、フレンド管理機能について説明する。
　フレンド管理機能は、管理サーバー５に登録された自分以外の使用者のうち、所望の使
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用者を「フレンド」として設定し、当該使用者に上記メーターにより示される内容、及び
、上記イベントの内容を公開するとともに、当該使用者が公開している情報を閲覧可能と
する機能である。この機能により、それぞれの使用者に、例えばダイエットに励むことを
意識させることができる。
【０１７９】
　［フレンド申請／登録の手順］
　このようなフレンド管理機能を有効にして、他の使用者を「フレンド」として設定する
には、上記常時表示領域ＥＳ１（図４１参照）に配置された遷移キーＥＳ１４を押下して
、プロフィール設定画面を表示させる。そして、当該プロフィール設定画面に含まれ、「
ＳＨＡＲＥＤ　ＭＥＴＥＲ」と表記された図５３に示すフレンド管理画面ＦＳを表示させ
る。
【０１８０】
　このフレンド管理画面ＦＳには、「Ｍｙ Ｓｈａｒｅ」と表記された欄ＦＳ１に、上記
メーターＭ１～Ｍ５に対応する各シンボルマークＳＭ１～ＳＭ５の他、上記イベントにつ
いてのシンボルマークＳＭ６が設定されている。
　これらシンボルマークＳＭ１～ＳＭ６は、メーターＭ１～Ｍ５及び上記イベント内容Ｅ
Ｃを他者に対して公開するか否かを設定するものであり、それぞれ押下するごとに各シン
ボルマークＳＭ１～ＳＭ６に付された色が反転する。そして、それぞれのシンボルマーク
ＳＭ１～ＳＭ６が明るい色で表示されている場合には、該当する内容をフレンド登録した
他者（他の使用者）に公開する設定となっていることが表され、暗い色で表示されている
場合には、該当する内容を公開しない設定となっていることが表される。
　このため、例えば、図５３に示すフレンド管理画面ＦＳでは、シンボルマークＳＭ１，
ＳＭ２，ＳＭ５，ＳＭ６が明るい色で表示され、シンボルマークＳＭ３，ＳＭ４が暗い色
で表示されていることから、メーターＭ１，Ｍ２，Ｍ５の内容及びイベント内容ＥＣをフ
レンド登録した他者に公開し、メーターＭ３，Ｍ４の内容を非公開とする設定となってい
る。
【０１８１】
　また、フレンド管理画面ＦＳには、「Ｆｒｉｅｎｄｓ」と表記された欄ＦＳ２に、既に
フレンド登録された他者の情報が表示されている。
　図５３の例では、欄ＦＳ２には、フレンド登録された５人の情報が表示されており、当
該情報として、各人の画像Ｐ、使用者名ＮＭ及び公開内容を示すシンボルマークＳＭが設
定されている。例えば、当該５人のうちの１人である「Ｋａｚｕｍｉ」のシンボルマーク
ＳＭ１，ＳＭ５は明るい色で表示されていることから、「Ｋａｚｕｍｉ」は、ストレスメ
ーターＭ１及び歩数メーターＭ５の内容を公開していることが示される。
　このような各人の公開内容は、上記他者情報表示画面ＥＳ４での表示内容とリンクして
いる。これらのフレンド登録された他者の情報は、管理サーバー５から取得される。
【０１８２】
　ここで、フレンド登録する他者を追加したい場合には、フレンド管理画面ＦＳの下部に
配置された追加キーＴＫを入力する。この追加キーＴＫが入力されると、図５４に示す検
索ダイアログＳＤが表示される。
　この検索ダイアログＳＤには、検索対象の他者の使用者名又はメールアドレスが入力さ
れる入力欄ＳＤ１、検索実行キーＳＤ２、及び、確定キーＳＫが配置されている。なお、
確定キーＳＫが押下されると、当該検索ダイアログＳＤは非表示となる。
【０１８３】
　例えば、入力欄ＳＤ１に使用者名として「Ａｋａｎｅ」と入力された後、検索実行キー
ＳＤ２が押下されると、情報端末４は、管理サーバー５と通信して、当該使用者名が含ま
れる使用者の情報を取得する。そして、情報端末４は、図５５に示すように、検索ダイア
ログＳＤに、該当する使用者の情報を表示するとともに、それぞれの使用者情報の右側に
リクエストキーＲＫを表示する。
　なお、図５５の例では、当該使用者の情報として、それぞれの使用者の画像及び使用者
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名が表示される他、当該使用者が公開しているメーターのシンボルマークＳＭ１～ＳＭ５
が明るい色で表示される。
【０１８４】
　表示されたリクエストキーＲＫが押下されると、図５６に示すように、押下されたリク
エストキーＲＫが変更される。なお、図５６の例では、「Ａｋａｎｅ」のリクエストキー
ＲＫが押下されて、当該リクエストキーＲＫが変更されていることが示されている。
　次に、確定キーＳＫが押下されると、検索ダイアログＳＤが非表示となり、画面表示が
フレンド管理画面ＦＳに戻る。この状態でのフレンド管理画面ＦＳでは、図５７に示すよ
うに、「Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ」と表記された欄ＦＳ３が追加され、当該欄ＦＳ３に、
検索ダイアログＳＤにてリクエストキーＲＫが押下された使用者の情報と、現在フレンド
申請中である旨を示すアイコンＦＡとが表示される。この状態では、情報端末４は、管理
サーバー５に対して、検索ダイアログＳＤにて押下されたリクエストキーＲＫに対応する
他者に対してフレンド申請メッセージの送信要求を送信し、管理サーバー５は、当該フレ
ンド申請メッセージを、該当する使用者に送信する。これにより、例えば、上記例では「
Ａｋａｎｅ」にフレンド申請メッセージが送信されることとなる。
　この後、フレンド申請メッセージが送信された他者が、フレンド登録を許可すると、図
示を省略するが、上記フレンド管理画面ＦＳの欄ＦＳ２に、フレンド登録が許可された使
用者の情報が追加される。
【０１８５】
　［リクエストの受信によるフレンド登録の手順］
　ここで、情報端末４は、管理サーバー５から他者のフレンド申請メッセージ等のメッセ
ージを受信した場合には、図４１に示すように、上記メッセージ受信アイコンＥＳ１３に
未読メッセージの数を表示する。例えば、図４１の例では、未読メッセージが２通あるこ
とから、当該アイコンＥＳ１３に「２」が表示される。
　このアイコンＥＳ１３が押下されると、図５８に示すメッセージダイアログＭＤが表示
される。このメッセージダイアログＭＤには、最新のメッセージが上から順に表示される
他、新たに取得したメッセージを示す印ＭＤ１が設定される。
【０１８６】
　ここで、図５８の例では、最上段のメッセージがフレンド申請メッセージであり、当該
メッセージ表示欄には、確認キーＭＤ２が設定される。そして、当該確認キーＭＤ２が押
下されると、図５９に示すフレンド管理画面ＦＳが表示される。
　このフレンド管理画面ＦＳでは、欄ＦＳ１と欄ＦＳ２との間に、「Ｒｅｑｕｅｓｔ」と
表記された欄ＦＳ４が設けられ、当該欄ＦＳ４には、フレンド申請メッセージの送信元で
ある他者の情報と、フレンド申請メッセージが受信されたことを示すアイコンＦＲとが表
示される。この他、フレンド管理画面ＦＳの下部には、追加キーＴＫが配置される。
【０１８７】
　このフレンド管理画面ＦＳにおいて追加キーＴＫが押下されると、図６０に示す確認ダ
イアログＣＤが表示される。この確認ダイアログＣＤには、フレンド申請メッセージの送
信元である他者の使用者名及びメールアドレスの他、フレンド申請を承認する旨の承認キ
ーＣＤ１と、承認しない旨の不承認キーＣＤ２と、確認ダイアログＣＤを閉じるためのク
ローズキーＣＤ３とが設定される。
　なお、確認ダイアログＣＤに表示された他者の情報が１つである場合に上記不承認キー
ＣＤ２が押下された場合や、クローズキーＣＤ３が押下された場合には、確認ダイアログ
ＣＤは閉じられ、図５９に示したフレンド管理画面ＦＳに戻る。
【０１８８】
　一方、承認キーＣＤ１が押下されると、図６１に示すように、確認ダイアログＣＤにお
いてキーＣＤ１，ＣＤ２が配置されていた領域に「フレンドとなった」旨のメッセージが
表示される。そして、この状態で、クローズキーＣＤ３が押下されると、図６２に示すよ
うに、フレンド申請が承認された他者の情報が欄ＦＳ２に追加されたフレンド管理画面Ｆ
Ｓが表示される。この際、情報端末４から管理サーバー５には、該当する他者からのフレ
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ンド申請を使用者が承認した旨の情報が送信され、当該情報は管理サーバー５にて管理さ
れる。
【０１８９】
　ここで、図５３に示したフレンド管理画面ＦＳにて削除キーＤＫが押下されると、図６
３に示すように、欄ＦＳ２における他者の情報（フレンド登録された他者の情報）の右側
に、ごみ箱を模したアイコンＡＣがそれぞれ配置される他、画面ＦＳの下部に確定キーＳ
Ｋが配置される。
　そして、アイコンＡＣが押下された後、確定キーＳＫが押下されると、押下されたアイ
コンＡＣが位置していた他者の情報が、フレンド登録から外れる。このような情報は、情
報端末４から管理サーバー５に送信される。
【０１９０】
　［実施形態の効果］
　以上説明した本実施形態に係る計測情報管理システム１によれば、以下の効果がある。
　情報端末３の表示手段３１に表示されるメイン画面ＭＳには、５つのメーターＭ１～Ｍ
５が配置され、当該メーターＭ１～Ｍ５のうち、１つのメーターはメイン画面ＭＳにおけ
る奥行方向の手前側に位置し、残りの４つのメーターは、当該１つのメーターより奥行側
に位置する。これによれば、メイン画面ＭＳを観察することで、メーターＭ１～Ｍ５のう
ち、複数のメーターの内容を同時に把握できる。従って、メイン画面ＭＳの俯瞰性を向上
させることができ、それぞれ異なる項目の情報を把握しやすくすることができる。更に、
複数のメーターが同時に観察可能となることで、観察可能なメーターにより示される情報
を使用者に独自に解釈させやすくすることができ、当該情報の変化を熟考させることがで
きる。
【０１９１】
　第１位置より奥側に位置するメーターは、透明度が低く表示される。これによれば、第
１位置に位置するメーターを当該奥側に位置するメーターと区別して注視できる。
　同様に、第１位置より奥側に位置するメーターは、当該第１位置に位置するメーターよ
り小さく表示される。これによれば、上記と同様に、第１位置に位置するメーターを当該
奥側に位置するメーターと区別して注視できる。
　従って、注視すべき第１位置のメーターを確認しやすくすることができる。
【０１９２】
　各メーターＭ１～Ｍ５は、ドーナツ型グラフであるので、当該各メーターＭ１～Ｍ５に
より表示される情報が、棒グラフやレーダーグラフで示される場合に比べて、当該情報の
表示形式の統一を取りやすくすることができ、各メーターＭ１～Ｍ５の内容を把握しやす
くすることができる。
　各メーターＭ１～Ｍ５の中央には、当該メーターにより示される数値の合計値又は差分
が設定される。この他、メイン画面ＭＳには、第１位置に位置するメーターにより示され
る数値が表示される詳細表示領域ＤＦが配置されている。これによれば、各メーターＭ１
～Ｍ５の中央に設定された値を観察することで、当該メーターの内容を簡易に把握できる
。この他、詳細表示領域ＤＦに設定された内容を確認することで、第１位置に位置するメ
ーターにより示される情報の内容をより詳細に把握できる。
【０１９３】
　メイン画面ＭＳにおけるメーター配置領域ＬＡにて、メーターＭ１～Ｍ５は、当該メイ
ン画面ＭＳの奥行方向における所定位置を中心とする仮想円上にそれぞれ等間隔に配置さ
れている。そして、第１位置に位置するメーターは、メーター配置領域ＬＡの略中央に配
置される。これによれば、第１位置に位置するメーターと第２位置に位置するメーターと
を置き換えた場合でも、５つのメーターＭ１～Ｍ５の配置に変更がない。従って、メータ
ーＭ１～Ｍ５の配置に統一感を持たせることができ、各メーターＭ１～Ｍ５を見やすくす
ることができる。
【０１９４】
　表示制御部３６２は、例えば、図１２に示すメイン画面ＭＳの表示時に、第２位置に位
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置するメーターＭ２から第１位置に位置するメーターＭ１に向かう方向に当該メーターＭ
２を移動させる操作（フリック操作又はドラッグ操作）が行われた際に、メーターＭ２を
第１位置に移動させ、第１位置に位置していたメーターＭ１を左側の第２位置に移動させ
る。これによれば、上記操作を行うことで、簡易に第１位置に位置するメーターを置き換
えることができる。従って、直感的な操作により、メーターの位置を変更できる。
【０１９５】
　計測情報表示装置としての情報端末３は、計測装置２と直接通信して計測情報を取得で
きるので、当該計測情報に基づく情報を表示する各メーターＭ１～Ｍ５の内容を比較的早
く更新できる。従って、計測情報に基づく情報を比較的早く確認できる。
　また、メイン画面ＭＳの表示中に、計測装置２から新たに計測情報が取得された場合に
は、表示制御部３６２は、当該計測情報に基づいて、表示中のメーターＭ１～Ｍ５を更新
する。これによれば、管理サーバー５がメーターＭ１～Ｍ５による表示内容を生成し、当
該表示内容を情報端末３に送信することでメーターＭ１～Ｍ５が更新される場合に比べて
、各メーターＭ１～Ｍ５の内容を迅速に更新できる。
【０１９６】
　［実施形態の変形］
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲で
の変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　上記実施形態では、計測装置２は、腕時計型の装置として構成したが、本発明はこれに
限らない。例えば、眼鏡型、ヘッドセット型、帽子型、ヘルメット型、手袋型等であって
もよく、時刻、脈拍数、加速度を計測できれば、どのようなかたちでもよい。
　また、情報端末３は、携帯電話又はスマートフォンとして構成したが、本発明はこれに
限らない。情報端末３は、例えば、タブレットであってもよい。すなわち、計測装置２に
よる計測情報を取得して、上記メイン画面ＭＳ等を表示可能であれば、携帯可能な機器で
なくてもよい。このため、ＰＣにより構成されるとした情報端末４が、上記メイン画面Ｍ
Ｓ等の情報端末３にて表示される画面を表示する構成としてもよい。
【０１９７】
　上記実施形態では、メイン画面ＭＳには、使用者の興奮時間、運動時間、睡眠時間、摂
取／消費カロリー、及び、歩数を示すドーナツ型グラフであるメーターＭ１～Ｍ５が設定
されるとした。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、これらの情報を示す
ことができれば、円グラフやレーダーチャート等、他の種別のグラフであってもよい。計
測情報表示画面ＥＳ２においても同様である。更に、メーター配置領域ＬＡに設定される
メーターの数も５つに限らず、少なくとも３つ以上あればよい。更に、メーターが示す情
報も、使用者の興奮時間、運動時間、睡眠時間、摂取／消費カロリー、及び、歩数に限ら
ず、他の情報であってもよい。
【０１９８】
　上記実施形態では、メイン画面ＭＳでは、第１位置のメーター以外のメーターは、透過
率が下げられた状態で表示されるとともに、当該第１位置のメーターより小さく表示され
るとした。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、第１位置のメーターを確
認可能であれば、当該第１位置のメーター以外のメーターを同じ透過率で表示してもよく
、更には、小さくしなくてもよい。メーターの大きさについては、計測情報表示画面ＥＳ
２においても同様である。
【０１９９】
　上記実施形態では、左右方向の一方から他方に向かうフリック操作又はドラッグ操作に
より、第２位置に位置していたメーターを第１位置に移動させるとした。しかしながら、
本発明はこれに限らない。例えば、第１位置に位置するメーターを切り替える切替キーを
設けてもよい。この場合には、当該切替キーが押下されるごとに、第１位置に位置するメ
ーターが切り替えられればよい。
【０２００】
　上記実施形態では、情報端末３は、計測装置２と直接通信して、当該計測装置２から計
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測情報を取得するとした。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、情報端末
３は、常に管理サーバー５から計測情報を取得する構成としてもよい。
【０２０１】
　上記実施形態では、情報端末３での設定操作を簡略化するために、国、タイムゾーン及
び言語等の情報は、使用者に設定させずに、情報端末３に予め設定された情報から取得す
ることとした。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、これらの情報を使用
者に入力させてもよい。また、目標体重、目標体脂肪率及び達成時期等の詳細な設定情報
を入力させ、これらに基づいて、ダイエットプログラムを組むように構成してもよい。
【符号の説明】
【０２０２】
　１…計測情報管理システム（計測情報表示システム）、２…計測装置、３，４…情報端
末（計測情報表示装置）、３３，４３…通信手段、３６２，４６２…表示制御部（表示制
御手段）、ＤＦ…詳細表示領域、ＬＡ…メーター配置領域（グラフ配置領域）、Ｍ１～Ｍ
５…メーター（グラフ）、ＭＳ…メイン画面（表示画面）、Ｐ１…第１位置、Ｐ２…第２
位置、Ｐ３…第３位置、ＥＳ２…計測情報表示画面（表示画面）。

【図１】 【図３】
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